




 

工事名 鈴鹿工業高専管理棟改修その他工事 
 

追加・変更事項 

番号 図面番号 変更前 変更後 

1 

特－03，Ａ－02～03 

Ａ－31，Ａ－36  

Ａ－42，Ａ－46  

Ａ－61，Ａ－62 

移動間仕切り（ＳＬＷ１～３）の（下地・

仕上げ） 
別途工事とする。 

2 

Ａ－03 

Ａ－07 

Ａ－41～42 

Ａ－43～46 

TLW 新設耐火１時間＋遮音性能軽量鉄

骨間仕切り壁 ３階教員研究室の廊下側壁

のみ 

新設軽量鉄骨（LGS W65）GB-R9.5+12.5に変更

3 

Ａ－02，Ａ－06 

Ａ－30，Ａ－32 

Ａ－64 

洗面化粧台囲い 別途工事とする。 

4 Ａ－01～03 
サイン、館内案内板 別途工事とする。 

5 

Ａ－01，Ａ－03 

Ａ－05，Ａ－07 

Ａ－19，Ａ－28 

Ａ－42，Ａ－45 

１階男子トイレ及び３階給湯室洗面カウン

ター 
取りやめとする。 

6 Ａ－52 
アルミパネルｔ18 アルミパネルｔ12とする。 

7 共－02 
クロスゲートＷ9，000 クロスゲートＷ6，000とする。 

8 
Ａ－01，Ａ－05 

Ａ－19，Ａ－28 

１階女子便所手洗い 本工事とする。 
ＴＯＴＯ ＬＳＷ120ＡＰ1＃ＮＷ1 同等以

上 

9 
Ａ－05～07 

Ａ-10 

 Ａ通り側 7,8,13,14 通りにＷ150Ｄ300 のＲＣ

袖壁取付の上防水型複層塗材Ｅ あと施工ア

ンカー Ｄ10＠200ナット付Ｌｎ＝200 埋め

込み長さ Ｌ＝80 竪筋3-Ｄ13 

 



平成26年7月

※A3版の場合は50％縮尺とする

建築改修工事特記仕様書(3)
－

特－０３

０４／１０９

縮尺

日付 総数

番号図面名称

工事名称

検　　図 担　　当

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名

事

記

鈴

鹿

工

業

高

等

専

門

学

校

鈴鹿工業高専管理棟改修設計等業務

事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴鹿工業高専管理棟改修その他工事

施設課長 課長補佐 係　　長 担　　当

仙

台

高

等

専

門

学

校

　24

ＪＮシリンダー

　美和ロック㈱

 64ｍｍ以上

　同上

　同上

　同上

　米栂

　額縁

 ＭＤＦ

　図示 図示

・織布積層ビニル

　　　床シートNC

　　2.0 　 有

　　2.0　抗菌性  無地 　　　便所

　　便所以外

 1

 64ｍｍ以上

　AA級

 図示による  96.5角

圧着

張り

 各種ボックス

東ﾘ GA-100同等以上(その他)

GX-2300同等以上(事務部長室)

GX-8000同等以上(校長室)

 図示による

（別途工事)

（別途工事)

日本農林規格品　　　・用いる　　・用いない

名称 種類 規格、区別等 厚さ(mm)

・9.5(準不燃)　・12.5(不燃)

・9.5(準不燃)　・12.5(不燃)

・12.5(不燃)　 ・15.0(不燃)

・　　　　　　 

せ

っ

こ

う

ボ

ー

ド

製

品

・　　　　　　 

・ｼｰｼﾞﾝｸﾞせっこうボード(GB-S) ・12.5(不燃)　・12.5(準不燃)

・せっこうラスボード(GB-L) ・9.5

・強化せっこうボード(GB-F) ・12.5(不燃)　

・不燃積層せっこうボード(GB-NC)模様なし ・9.5(不燃)

トラバーチン ・9.5(不燃)

・化粧せっこうボード(GB-D) 普通 ・トラバーチン・9.5(準不燃)　

・木目模様 ・9.5(準不燃)　・12.5(不燃)

特殊

・ロックウール吸音ボード(RW-B) 1号 ・25

吸

音

材

料

・グラスウール吸音ボード(GW-B) 2号　32K ・25(ガラスクロス包)

・ロックウール化粧吸音板(DR) 内部用 普通 ・9.0(不燃)　 

立体模様 ・12.0(不燃)　

軒天用 普通 ・9.0(不燃)　 

立体模様 ・12.0(不燃)　

繊

維

強

化

セ

メ

ン

ト

・0.8けい酸カルシウム板(0.8FK)

・天然木化粧合板 ・なら　・しおじ 化粧単板　・0.3未満　

特

殊

合

板

板　　　　・4.2　　　

・特殊加工化粧合板 ・メラミン化粧合板

合

板

・ﾎﾟﾘｴｽﾃﾙ化粧合板 ・4.0

難

燃

合

板

セ

メ

ン

ト

板

水

質

系

・木毛セメント板 ・硬質木毛ｾﾒﾝﾄ板 ・15　　・20

・普通木毛ｾﾒﾝﾄ板 ・25　　・30

・硬質木毛ｾﾒﾝﾄ板 ・12　 ・15 　・18 　・21・木片セメント板

・普通木毛ｾﾒﾝﾄ板 ・30

素

地

ハ

ー

ド

ボ

ー

ド

・スタンダードボード ・未研磨板 ・2.5　　・3.5

（

硬

質

繊

維

板

）

ハ

ー

ド

ボ

ー

ド

・研磨板 ・5　　　・7

・テーパードボード ・未研磨板 ・2.5　　・3.5

・研磨板 ・5　　　・7

・内装用化粧ハードボード ・2.5　・3.5　・5　・7

・外装用化粧ハードボード ・5　・7

イ

ン

シ

ュ

レ

ー

シ

ョ

ン

ボ

ー

ド

(

軟

質

繊

維

板

)

・A級インシュレイションボード ・素板 ・9　　 ・12

・天井仕上げ材

・内装仕上げ材 ・15　　・18

・押入収納内装材

・シージングボード

・ＭＤＦ ・3  ・7  ・9 ・12 ・15 ・18

・21 ・24 ・30

パ

ー

テ

ィ

ク

ル

ボ

ー

ド

・単板張りパーティクルボード ・無研磨板 ・10　・12　・15　・18　・20

・研磨板 ・30　・35　・40

・化粧パーティクルボード ・単板オーバレイ ・10（難燃）　・12（難燃）

・15（難燃）　・18（難燃）

・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｵｰﾊﾞｰﾚｲ ・20（難燃）　・25（難燃）

・塗装 ・30（難燃）　・35（難燃）

・40（難燃）

材料 せっこうボード、その他ボード及び合板張り

材料

壁紙及び接着剤は、ホルムアルデヒド放散量の少ないものとする。

壁紙張り

施工箇所 製造所・製品名 防火性能の級別

・1級　・2級

・1級　・2級

<6.13.2>

<6.14.2>

磁器 せっ器 陶器 施釉 無釉 あり なし 標準 特注 工法名

工法色役物うわぐすりきじ

施工箇所

形状・寸法

（ｍｍ）

製造所・製品名

<6.16.3>

材料 防虫網

・合成樹脂製　・ガラス繊維入り合成樹脂製

線径(mm) ・0.25以上　

網目(メッシュ) ・16～18　　

<5.2.3>

・ステンレス(SUS316)製材料

<5.3.3>

・S-5　

性能及び構造

形状及び仕上げ

耐風圧性

気密性

水密性

性能等級 ・A種

・S-4　

・B種 ・C種

・S-6　

・W-4　

外部に面する樹脂製建具の性能等級

・A-4　

・W-5　

枠の見込み寸法(mm)・60　 ・70    ・80   ・　

・S-5　・S-4　

外部に面する樹脂製建具の遮音性能等級

外部に面する樹脂製建具の断熱性能等級

種別

遮音性

・T-A種 ・T-B種

種別

遮熱性

・H-A種 ・H-B種

・H-4　 ・H-5　

<5.3.2>

<5.3.4>

性能及び構造 外部に面する鋼製建具の耐風圧性　

材料 ステンレス鋼板

・SUS304　　・SUS430J1L　　・SUS443J1   　・SUS430

<5.4.2>

<5.6.3>

材料 強化ガラス

材料板ガラスの種類

フロート強化ガラス

板強化ガラス

・フロートガラス

・磨き板ガラス

材料板ガラス

・熱線吸収フロートガラス

・熱線吸収磨き板ガラス

材料板ガラスの種類

・熱線吸収フロート板ガラス

厚さ(mm)色調

・ブルー　・グレー

・ブロンズ　・グリーン

熱線吸収板ガラス

鍵

・作製する　　・作製しない

グランドマスター

マスターキー

・作製する　　・作製しない

マスターキーは既存グランドマスターに合わせること。

材質、形状及び寸法 建具用金物

スイングドア、スイングサッシの金物の種類

・モノロック

・本締り付モノロック

・シリンダー箱錠

（レバーハンドルを含む）

・シリンダ本締り錠

・空錠

・押棒，押板 －

ﾊﾞｯｸｾｯﾄ(mm) 製作所

形状及び仕上げ 表面仕上げ

・ＨＬ仕上げ　

工法 曲げ加工

・普通曲げ　・角出し曲げ（補強あり）

<5.6.4>

<5.6.5>

<5.7.2>

<5.7.4>

<5.13.2>

熱線反射板ガラス

・熱線反射ガラス

・高性能熱線反射

　ガラス

種類 材料板ガラス

の種類

・ﾌﾛｰﾄｶﾞﾗｽ

日射熱遮へい率

の区分

反射皮膜

の使い方

・行う

映像調整色調

・ブルー

・グレー

・ブロンズ

・シルバー

・外面

・内面・１種

・２種

・３種

素材が強化又は倍強度ガラスの場合の製作所

ガラス溝の寸法、

形状等

ガラス溝の寸法、形状等

種類

・強化ガラス

・倍強度ガラス

ガラス厚(mm)面クリアランスエッジクリアランス掛り代

ガラスブロック積み ガラスブロック

寸法及び厚さ(mm)

・クリア

・乳白

化粧目地の色色調表面形状 シーリングの種類

<5.13.3>

<5.13.5>

防火シャッター 工法

音声発生装置は、シャッターが降下を開始すると同時にスイッ

チが入り、閉鎖して停止するまで、継続して危険を知らせる音

声を発するものとする。なお、この装置は、防火シャッターに

接近して、柱、壁、天井等に設置する。

注意灯は、シャッターが降下を開始すると同時にスイッチが入

り、閉鎖して停止するまで、継続して注意灯を点灯するものと

する。また、点灯方式は点滅方式または回転方式とする。

シャッターへの危険表示は、シャッター両面の下部部分（全体

の高さの１/２以下の位置）に、降下中の危険を知らせる文字、

イラスト等を目立つように塗料による描き込み、またはシール

等の貼り付けを行う。

６章 　 内装改修 工事

<6.2.2>

工法 合成樹脂塗床材の除去

・機械的除去工法 ・目荒し工法

<6.5.2>

木材

材料

種類 性能 厚さ(mm) 柄 施工箇所

種類

・ホモニジアスビニル床タイル

・コンポジションビニル床タイル(軟質)

厚さ(mm) 寸法(mm) 施工箇所

する。

ビニル床シート及びビニル床タイル用接着剤は、ホルムアルデヒ

ド不検出のもので、有機溶剤の含有の少ないものとする。

誘導用、注意喚起用床材　　視覚障害者用タイル

種類

・塩化ビニル系

・レジンコンクリート系 ・300×300　

・300×300　

寸法(mm) 厚さ(mm)

ゴム床タイル

寸法(mm) 厚さ(mm) 色柄 製造所・製品名

<6.8.2>

製材

施工箇所

樹種名

寸法

材面の品質

含水率

代用樹種の使用　　　・禁止する　　・禁止しない

下記以外のビニル床シートは、種類FS、柄は無地、厚さ2.0mmと

下記以外のビニル床タイルは、

厚さ2.0mmとする。

材料 織じゅうたん

種別

・A種

・B種

・C種 ・ｶｯﾄ,ﾙｰﾌﾟ併用

・ループパイル

・カットパイル

パイル形状 帯電性

・人体帯電圧

　3KV以下

製造所・製品名

タフテッドカーペット

抗菌加工の有無　　・有　・無

パイル形状

・カットパイル

・ループパイル

・ﾚﾍﾞﾙﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ

・ｶｯﾄ,ﾙｰﾌﾟ併用

ﾊﾟｲﾙ長さ(mm)帯電性

・人体帯電圧

　3KV以下

・ｸﾞﾘｯﾊﾟｰ

　工法

・全面接着

　工法

工法 製造所・製品名

ニードルパンチカーペット

厚さ(mm) 帯電性

・人体帯電圧

　3KV以下

製造所・製品名

抗菌加工の有無　　・有　・無

タイルカーペット

種別 パイル形状

・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ

・ﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ種

種

寸法(mm) 総厚さ(mm)電気抵抗(Ω)製造所・製品名

<6.9.2>

<6.10.2>

材料 合成樹脂塗床材

工法・仕上げの種類種別

・厚膜型塗床材

　　　樹脂系

・弾性ウレタン

　　　樹脂系

・エポキシ

・防滑仕上げ　

・つや消し仕上げ

・薄膜型塗床材

・薄膜流し展べ工法

　　　　　（・平滑・防滑）

・樹脂モルタル工法

・厚保膜流し展べ工法

　　　　　（・平滑・防滑）

　　　　　（・平滑・防滑）

<6.11.2>

材料 フローリングの種別

単層フローリング 樹種 厚さ(mm) 大きさ(mm) 工法

・ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾎﾞｰﾄﾞ

・ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞﾌﾞﾛｯｸ

・ﾓｻﾞｲｸﾊﾟｰｹｯﾄ

・なら

・なら

・15 ・303×303

・モルタル埋込工法

複合フローリング

・複合１種フローリング

・複合２種フローリング

・複合３種フローリング

樹種

・なら

種別

・A種

・B種

・C種 ・行う

防湿処理 工法

・モルタル埋込工法

・接着工法

・根太張り工法

・直張り工法

・接着工法

・根太張り工法

・直張り工法

材料 畳敷き

種別

・A種　　・B種　　・C種　　・D種

D種の場合の畳床

・KT-Ⅰ　　・KT-Ⅱ　　・KT-Ⅲ　　・KT-K　　・KT-N

<6.12.2>

タイルの形状、寸法、きじの質及び工法等

試験張り　・行う　・行わない

見本焼き　・行う　・行わない

※施工箇所の下線は、耐凍害性があるものを示す。

施工箇所

樹種名

寸法

含水率

造作用集成材

見付け材面の品質

施工箇所

造作用単板積層材

寸法

表面処理

防虫処理

・ＭＤＦ

その他のボード

パ

ー

テ

ィ

ク

ル

ボ

ー

ド

・単板張りパーティクルボード

・化粧パーティクルボード

・3  ・7  ・9 ・12 ・15 ・18

・21 ・24 ・30

・無研磨板 ・10　・12　・15　・18　・20

・研磨板 ・30　・35　・40

・単板オーバレイ ・10（難燃）　・12（難燃）

・15（難燃）　・18（難燃）

・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｵｰﾊﾞｰﾚｲ ・20（難燃）　・25（難燃）

・塗装 ・30（難燃）　・35（難燃）

・40（難燃）

種類 規格，区分等 厚さ(mm)

工場における加圧式とし、十分に乾燥を行う。

防腐・防蟻処理の方法

ただし、現場における加工が生じた場合には、加工した箇所に

対し、現場にて防腐・防蟻を塗布することとする。

防蟻処理　・行う　　適用範囲　

防蟻処理は、非有機リン系とする。

防腐処理　・行う　　適用範囲　

防虫処理 防虫処理　・行う　　適用範囲　

<6.16.4>

陶磁器質

タイル張り

・20　

・30　

・500×500 ・6.5 ・適用しない

・7.5

・7.5

・せっこうボード(GB-R)

・硬質せっこうボード(GB-R-H) ・9.5(不燃)　　・12.5(不燃)

・6.0　・0.8

・1級　・2級

・ ・ ・・

(20.2.3)

可動間仕切 構造形式

・パネル式

・スタッド式

表面材質 仕上げ

・ﾒﾗﾐﾝ樹脂塗料焼付け ・あり

不燃材料の認定

(20.2.4)

移動間仕切 パネル圧接装置の操作方法 遮音性能 表面仕上げ

・焼付け塗装

・壁紙張り・ハンドル回転式

・一般タイプ(36dB未満)

・遮音タイプ(36dB以上)

・鋼板

・機械駆動式

soukikaku
四角形



100

※A3版の場合は50％縮尺とする

外部・内部仕上表(1)

平成26年7月

Ａ－０１

１１／１０９

縮尺

日付 総数

番号

1

図面名称

工事名称

検　　図 担　　当

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名

事

記

鈴

鹿

工

業

高

等

専

門

学

校

鈴鹿工業高専管理棟改修設計等業務

事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴鹿工業高専管理棟改修その他工事

施設課長 課長補佐 係　　長 担　　当

仙

台

高

等

専

門

学

校

改修後

改修後

改修後

改修後

既設のまま

 VH 新設改修後 Ｍ

改修後 ±0

±0 Ｍ

Ｍ

改修後

改修後

改修後

±0

±0 Ｍ  VH 新設

60

Ｓ60 Ｓ

Ｍ

Ｍ

 VH 新設 60

Ｍ

Ｓ

既設撤去 既設OAフロア(一部OAフロア新設)の上 TC張り  VH 新設

改修後 ±0 Ｍ

±0 Ｍ

±0 Ｍ

±0 Ｍ

Ｍ改修後 ±0

改修後 ±0 Ｍ

増築部 Ｍ±0

改修後 ±0 Ｍ

改修後 ±0 Ｍ

増築部 Ｍ±0

既設撤去 下地処理の上 VS張り

 VH 新設

ＳＭ60

60 Ｍ既設撤去 下地処理の上防塵塗床

既設撤去 下地処理の上防塵塗床 Ｓ Ｍ Ｓ

既設撤去 下地処理の上防塵塗床

2,600 VH 新設 60

 VH 新設 60 Ｍ Ｓ 2,600Ｓ

 VH 新設 60 Ｍ Ｓ

 VH 新設 60 Ｓ

 VH 新設 60 Ｍ Ｓ

 VH 新設 60 Ｓ

既設撤去 下地処理の上 VS張り  VH 新設 60 Ｍ Ｓ 3,000

 VH 新設 60 Ｓ 2,600

既設撤去 下地処理の上 VS張り  VH 新設 60 Ｍ Ｓ 2,700

VS張り  VH Ｓ 2,500Ｓ60

ＳＭ

Ｍ60 Ｓ VH 新設Ｍ改修後 ±0 既設撤去 下地処理の上 VS張り

改修後 Ｍ±0 Ｍ Ｍ既設撤去 下地処理の上 VS張り Ｍ

VS張り  VH Ｓ60 Ｓ

Ｍ

Ｓ

Ｍ

Ｓ

Ｍ

Ｓ

Ｍ

Ｓ

Ｍ

Ｓ

Ｍ

Ｓ

Ｍ

Ｓ

Ｍ

Ｓ

Ｍ

Ｓ

Ｍ

Ｓ

Ｓ

Ｍ

流し台

流し台

既設撤去 下地処理の上 VS張り

既設撤去 磁器質100角タイル張り

改修後

改修後

改修後

改修後 既設防水下地処理の上ウレタン系塗膜防水 X-1工法

改修後 既設防水下地処理の上ウレタン系塗膜防水 X-1工法

+50

+50 既設撤去 下地処理,軽量ｺﾝｸﾘｰﾄt=50の上 VS張り

+50

既設撤去 下地処理の上 VS張り

既設撤去 下地処理の上 VS張り

2,850

2,500 流し台

2,500

2,500

2,500

ALC板t=100シーラー処理の上防水形複層塗材E

改修後

改修後

改修後

改修後 モルタル金ゴテ仕上げ

コンクリーﾄ打放し補修の上防水形複層塗材E アルミ製外壁コーナー，屋根ー外壁(既製品)

Ｍ

Ｃ

平場:ウレタン系塗膜防水 X-1工法，立上り:ウレタン系塗膜防水 X-2工法，天端:アルミ製笠木(既製品)

既設配管等撤去部のみモルタル補修の上防水形複層塗材E(数量:W0.30m×100m,W0.50m×90m,W1.00×10m)

アルミ製建具は特記なき限り、かぶせ工法にて新設

改修後 既設のまま

改修後 横引きルーフドレイン：鋳鉄製φ100用

既設撤去 下地処理の上 VS張り

既設撤去 OAﾌﾛｱ一部再利用及び新規OAﾌﾛｱの上 TC張り

(一部壁廻り下地処理の上 TC張り)

既設撤去 下地処理の上 VS敷き

既設撤去 下地処理の上 VS敷き

ＧＢ－Ｄ張り

ＧＢ－Ｄ張り

ＧＢ－Ｄ張り

ＧＢ－Ｄ張り

ＧＢ－Ｄ張り

ＧＢ－Ｄ張り

ＧＢ－Ｄ張り

ＧＢ－Ｄ張り

ＧＢ－Ｄ張り

ＧＢ－Ｄ張り

ＧＢ－Ｄ張り

ＧＢ－Ｄ張り

ＧＢ－Ｄ張り

ＧＢ－Ｄ張り

ＧＢ－Ｄ張り

ＧＢ－Ｄ張り

2,850

画桟,流し台,OAフロア

OAフロア

書架レール(別途工事)

2,850

ピクチャーレール

2,700

2,700

2,700

2,700

既設のまま

アルミ製ノンスリップ

SUS製L型固定手摺(700×800)，SUS製はね上げ式可動手摺,化粧鏡,背もたれ(SUS製手摺用）

立上り･天端：既設防水下地処理の上ウレタン系塗膜防水 X-2工法

平場：既設防水撤去 塩ﾋﾞｼｰﾄt=1.5防水機械的固定工法(断熱絶縁･SI-M2)　断熱材:硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑt=30

立上り：既設防水下地処理の上 塩ﾋﾞｼｰﾄt=1.5防水

 1. 改修にてウレタン防水を行う部分については樹脂モルタルにて下地処理のこと

 3. 軽量鉄骨間仕切(遮音壁)のボード張りは、梁下及びスラブ下までとする

 4. 塗装、吹付下地ボードはジョイント工法とし、その他は突付とする

 2. 壁撤去後はモルタル補修のこと

 5. 特記なき限り、天井廻縁は塩ビ製とする(コの字型)

 6. 特記なき限り、改修室内の木部・鉄部はSOP塗装とする

 8. 既設天井撤去部は、全て下地共撤去とする

　　既設部に支障を与えないようにすること

 9. 床材張りに支障となる床クラック・欠損等はモルタル補修を行うこと

10. モルタル・タイル等を撤去する場合、既設部との取合い部はカッター等により切断し、

 7. 特記なき限りボード厚は、ロックウール化粧吸音板 t9，GB-S t12.5，GB-D t9.5とする

11. 既設仕上が塗床の場合は機械工法にて処理する

13. 水廻りに使用する石膏ボードは、シージング石膏ボードとする

14. 既設壁を残す壁は、全て下地調整をすること

15. 既設木製カーテン・ブラインドボックスは、全て撤去とする

16. 既設人研石のクリーニング方法は、機械研磨の上石用WAX掛けとする

17. 既設ボードはフレキシブルボード,既設合板はｼﾅ合板t=5とする

12. 既設仕上、岩綿吸音板・石膏ボードはアスベスト含有品としない

20. 外壁面断熱材は、硬質ウレタンフォーム(現場発泡工法)とする

21. 1･16通り外壁面はLGS下地にボード張りとする

19. 館内案内板W900×H600(枠･表示板:アルミ製，案内図:UVE印刷)新設は別途工事とする

給湯室

総務課

倉庫①

書庫

倉庫②

個室

保健室

学生課

ホール

階段

多目的便所

保健室

学生相談室

ＥＶホール

内金庫

女子･男子便所

廊下

(9通り～15通り間)

廊下

(6通り～9通り間)

22. 天井LGS下地吊ボルトは、コンクリートスラブにC-75×45×15×2.3(長さ100mm程度)をあと施工アンカーφ6mm(2ヶ所)で止め、吊元金具により取付る

18. 各室既設室名札は全て本工事で撤去し、各室平付型(新協和:SK-PN-2F同等),便所と給湯室は突出型ﾋﾟｸﾄｸﾞﾗﾑ(新協和:SK-PN-1SW同等)新設は別途工事とする

既設下地処理の上EP-G

既設下地処理の上 EP-G

RC壁：LGS下地GB-Rt12.5+t9.5の上 EP-G

RC壁：LGS下地GB-Rt12.5+t9.5の上 EP-G

間仕切壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5 EP-G

間仕切壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5 EP-G

LGS下地GB-St12.5 EP-G

RC壁：LGS下地GB-Rt12.5+t9.5の上 EP-G

RC壁：LGS下地GB-Rt12.5+t9.5の上 EP-G

RC壁：LGS下地GB-Rt12.5+t9.5の上 EP-G

既設下地処理の上 EP-G

RC壁：LGS下地GB-Rt12.5+t9.5の上 EP-G

LGS下地GB-Rt12.5+t9.5 EP-G

外壁面：断熱材吹付t25の上GB-Rt12.5+t9.5GL張り EP-G

外壁面：断熱材吹付t25の上GB-Rt12.5+t9.5GL張り EP-G

外壁面：断熱材吹付t25の上GB-Rt12.5+t9.5GL張り EP-G

外壁面：断熱材吹付t25の上GB-Rt12.5+t9.5GL張り EP-G

外壁面：断熱材吹付t25の上GB-Rt12.5+t9.5GL張り EP-G

外壁面：断熱材吹付t25の上GB-Rt12.5+t9.5GL張り EP-G

間仕切壁：LGS下地GB-Rt12.5+t9.5 EP-G

間仕切壁：LGS下地GB-Rt12.5+t9.5 EP-G

間仕切壁：LGS下地GB-Rt12.5+t9.5 EP-G

RC壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

RC壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

RC壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

外壁面：断熱材吹付t25の上GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5GL張り EP-G

RC壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

遮音耐火壁：LGS下地GB-Ft12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

間仕切壁：LGS下地GB-Rt12.5+t9.5 EP-G

間仕切壁：LGS下地GB-Rt12.5+t9.5 EP-G

外壁面：断熱材吹付t25の上GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5GL張り EP-G

間仕切壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5 EP-G

外壁面：断熱材吹付t25の上GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5GL張り EP-G

間仕切壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5 EP-G

RC壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

外壁面：断熱材吹付t25の上GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5GL張り EP-G

RC壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

外壁面：断熱材吹付t25の上GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5GL張り EP-G

間仕切壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5 EP-G

RC壁：LGS下地GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

既設下地処理の上 EP-G

既設下地処理の上 EP-G

既設下地処理の上 EP-G

既設下地処理の上 EP-G

外壁面：断熱材吹付t25の上GB-Rt12.5+t9.5GL張り EP-G

間仕切壁：LGS下地GB-Rt12.5+t9.5 EP-G

RC壁：LGS下地GB-Rt12.5+t9.5の上 EP-G

遮音耐火壁：LGS下地GB-Ft12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

既設下地処理の上 EP

既設下地処理の上 EP

既設下地処理の上 EP-G

既設下地処理の上 EP

既設下地処理の上 EP

既設下地処理の上EP

既設下地処理の上 EP

化粧鏡,ﾎﾞｳﾙ一体洗面ｶｳﾝﾀｰ(女子便所),汚垂石(男子便所)

教育研究支援室

事務用電算機室

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞﾙｰﾑ

放送室

男性更衣室

女性更衣室

書庫

当直室

ホール

女子便所

男子便所

廊下

階段

前室①

前室②

総務課事務室

総務課前室

物品庫

屋　根 その他

Ｍ

改修前

EV棟

(増築部分)

改修前

改修前

改修前

硬質塩化ビニルパイプφ100(OP)，掴み金物(亜鉛メッキ)

アルミ製建具(カバー工法)

竪樋

建具

EXP.J

一部人研ぎ仕上±0

プラスター塗Ｃ

改修前 ±0 Ｍ

±0

改修前

改修前

改修前

Ｍ

±0 Ｍ

塩ビ系タイル張り±0 Ｍ

塩ビ系タイル張り±0 Ｍ

±0 Ｍ

100

100

100

100

100

プラスター塗

プラスター塗

プラスター塗

Ｗ

Ｗ

Ｗ 300×300有孔ボード張り　VP

Ｗ 300×300有孔ボード張り　VP

Ｗ 300×300有孔ボード張り　VP

木製

木製

木製

木製

木製

Ｍ

100

モルタル塗 VP Ｍ

木製

モルタル塗 モルタル塗

Ｃ

Ｗ

その他:ボード張り VP

その他:ボード張り VP

塗床

モルタル塗 VP

木製 VP

モルタル塗 VP

木製 VP

モルタル塗 VP

木製 VP

モルタル塗 VP

木製 VP

モルタル塗 VP

木製 VP

モルタル塗 VP

木製 VP

100 Ｃ

Ｗ 300×300有孔ボード張り　VP塩ビ系タイル張り

モルタル塗 VP 100

Ｗ 木製

改修前 ±0 Ｍ

±0 Ｍ

±0改修前

改修前

±0改修前

改修前

改修前 Ｍ±0

VS張り

縁甲板張り

タタミ敷き

その他:ボード張り VP

2,800

2,800

ボード張りの上ビルクロス貼り

塗床

±0

+350

木製 VP 100

100

その他:ボード張り VP

プラスター塗

塩ビ系タイル張り

Ｍ

モルタル塗 VP 100 Ｃ

Ｃ

Ｗ

Ｃ

Ｗ

Ｃ

Ｗ

Ｃ

Ｗ

Ｃ

Ｗ

Ｃ

Ｗ

プラスター塗 3,000 木製

Ｃ Ｗ 300×300有孔ボード張り　VP

塩ビシート張り  VH 60 Ｓ 間仕切壁：LGS下地GB-Rt12.5+t12.5 EP-G

RC壁：GB-Rt12.5GL張り EP-G

その他：LGS下地GB-Rt12.5+t9.5 EP-G

木製 VP

モルタル塗 VP

木製 VP

モルタル塗 VP

その他:ボード張り VP

Ｃ

Ｗ

その他:ボード張り VP

Ｃ

Ｗ

プラスター塗

Ｗ 300×300有孔ボード張り　VP

3,000 木製

木製

モルタル塗 VP モルタル塗の上多彩模様塗料吹付け

プラスター塗Ｃ

100

木製2,600Ｓ

Ｗ 300×300有孔ボード張り　VP

B通り:プラスター塗(腰:モルタル塗 VP H=1,850)

16･Ｂ通り:プラスター塗(腰:モルタル塗 VP H=1,850)

12･13通り:プラスター塗(腰:モルタル塗 VP H=1,850)

12･13通り:プラスター塗(腰:モルタル塗 VP H=1,850)

12･13通り:プラスター塗(腰:モルタル塗 VP H=1,850)

12通り:プラスター塗(腰:モルタル塗 VP H=1,850)

9通り:プラスター塗(腰:モルタル塗 VP H=1,850)

Ｍ

±0改修前 プラスター塗Ｃモルタル塗 VP プラスター塗Ｃプラスター塗(腰:モルタル塗の上多彩模様塗料 H=1,850)Ｍ

±0  VH 60 Ｓ 間仕切壁：LGS下地GB-Rt12.5+t12.5 EP-G

RC壁：GB-Rt12.5GL張り EP-G

その他：LGS下地GB-Rt12.5+t9.5 EP-G

塩ビシート張り 木製2,600ＳＭ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

木製

プラスター塗(腰:モルタル塗 VP H=1,850)

プラスター塗Ｃ

プラスター塗Ｃ

プラスター塗Ｃ

Ｗ 300×300有孔ボード張り　VP

Ｗ

2,800

3,000

3,000

木製

木製

15･16通り:モルタル塗の上ビニルクロス貼り

その他:ボード張りの上ビニルクロス貼り

画桟

画桟

画桟

塗床

人研ぎ仕上げ

改修前

Ｍ

±0 Ｍ

塩ビ系タイル張り

モルタル塗 VP

モルタル塗 VP

100

100

Ｃ プラスター塗(腰:モルタル塗 VP H=1,850)

Ｃ

その他:ボード張り VP

5･6通り:プラスター塗(腰:モルタル塗 VP H=1,850)

プラスター塗(腰:モルタル塗 VP H=1,850)

ボード張り VP

プラスター塗Ｃ

プラスター塗Ｃ 300×300有孔ボード張り　VP 3,000

木製

木製

流し台,洗面台,UB

画桟

改修前

改修前

EV棟

(増築部分)

改修前

R階

改修前

改修前

+50

+50

Ｗ

Ｍ

Ｗ

ＴＣ敷き

ＴＣ敷き

ＧＢ－Ｄt=9.5張り

ＧＢ－Ｄt=9.5張り

ＧＢ－Ｄt=9.5張り

ＧＢ－Ｄt=9.5張り

ＧＢ－Ｄt=9.5張り

2,800

2,800

+190

PH1階

PH3階

(時計塔)

塩ビ系タイル張り

300×300有孔ボード張り　VP

アスファルト防水シンダーコンクリート押えの上合成高分子ルーフィングシート防水

アスファルト防水シンダーコンクリート押えの上合成高分子ルーフィングシート防水

その他:ボード及び合板張り VP

Ｃ

ＣＢ

モルタル塗 VP

Ｗ

Ｗ

2,950

2,610

2,950

2,950

2,350

2,800

ルーフドレイン：鋳鉄製φ100用

全面

防水形複層塗材E改修前

外　壁

改修前

巾　木 全面

EV棟

(増築部分)

改修前

改修前

モルタル刷毛引き

新設 RC耐力壁

R･PH階パラペット

立上り･天端：ウレタン系塗膜防水

ドレイン

EV棟ドレイン

改修前

改修前

塩ビ系タイル張り

画桟,OAフロア

画桟,流し台,コンロ台,OAフロア

画桟,流し台,吊戸棚

汚垂石

真鍮製ノンスリップ

アスファルト防水シンダーコンクリート押えの上合成高分子ルーフィングシート防水(断熱工法:t=30)

塩ビ系ﾀｲﾙ下地 OAﾌﾛｱの上ＴＣ(一部壁廻り塩ビ系ﾀｲﾙ張りのみ)

塩ビ系ﾀｲﾙ下地 OAﾌﾛｱの上塩ビ系タイル張り

塩ビ系ﾀｲﾙ下地 OAフロアの上TC

１

階

※　内装仕上材・接着剤・塗材（基材含む）はＦ☆☆☆☆若しくは、規制対象外材を用いるものとする。

Ｃ(壁・天井)

Ｍ

Ｃ(床)

Ｓ

ＣＢ

Ｗ

コンクリート打放し

モルタル

軽量鉄骨下地

コンクリートブロック

木下地

コンクリート金コテ押え ＧＢ－Ｆ

ＧＢ－Ｒ

ＧＢ－Ｓ

強化石膏ボード 

石膏ボードt9.5

石膏ボードt12.5

硬質石膏ボードt9.5

化粧ＦＫ 化粧けい酸カルシウム板t6

ＳＯＰ

ＥＰ

ＡＥＰ

合成樹脂調合ペイント塗

合成樹脂エマルションペイント塗(酢酸ビニル系) ＣＬ クリヤーラッカー塗

ＶＨ

ＶＳ

ビニル巾木

タイルカーペット

ＦＫ けい酸カルシウム板t6

ＤＲ ロックウール化粧吸音版t9

ＳＵＳ ステンレス

ＯＳＣＬ オイルステインクリヤーラッカー塗

ＦＥ フタル酸樹脂エナメル塗

ＤＰ 耐候性塗料シージング石膏ボード 

ＧＢ－Ｒ－Ｈ

合成樹脂エマルションペイント塗(アクリル系)

織布積層ビニル床シートFSt2.0

エポキシ樹脂系塗床　薄膜流し展べ平滑仕上t1.0

艶有り合成樹脂エマルションペイント塗ＥＰ－Ｇ

ＥＰ－Ｔ 合成樹脂エマルション模様塗

ＵＣ ウレタン樹脂ワニス

塗床ＴＣ化粧石こうボードｔ9.5ＧＢ－Ｄ

外部仕上表

名　称 仕　上場　所 区分 名　称 仕　上場　所 区分 名　称 仕　上場　所 区分

区分階 室　名

レベル 下地 高さ 下地 下地 天井高

ブラインド

又カーテン

ＢＯＸ
下地

備　考

仕　上仕　上仕　上

壁 天　井幅　木

仕　上仕　上

床

特

記

事

項

凡

　

例

内部仕上表

梁　型

soukikaku
四角形
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平成26年7月

※A3版の場合は50％縮尺とする

内部仕上表(2)

Ａ－０２

１２／１０９

縮尺

日付 総数

番号

1

図面名称

工事名称

検　　図 担　　当

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名

事

記

鈴

鹿

工

業

高

等

専

門

学

校

鈴鹿工業高専管理棟改修設計等業務

事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴鹿工業高専管理棟改修その他工事

施設課長 課長補佐 係　　長 担　　当

仙

台

高

等

専

門

学

校

 VH 新設 60 Ｍ

Ｍ改修後 ±0

RC壁：LGS下地GB-Rt12.5+t9.5の上ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

既設撤去 下地処理の上 TC  VH 新設 60 Ｍ Ｓ 2,700

Ｍ改修後 ±0 既設撤去 下地処理の上 TC  VH 新設 60 Ｍ

Ｓ 2,700既設撤去 下地処理の上 TC改修後 ±0 Ｍ

改修後 ±0 Ｍ Ｓ 2,700

既設撤去 下地処理の上 TC

 VH 新設 60 Ｍ

 VH 新設 60 Ｍ

Ｓ 2,700

Ｓ 2,800

Ｓ 2,60060Ｍ改修後 ±0 既設撤去 下地処理の上 VS張り  VH 新設

Ｓ60 ＳＭ改修後 ±0 既設撤去 下地処理の上 VS張り  VH 新設

Ｓ60Ｍ改修後 ±0 既設撤去 下地処理の上 VS張り  VH 新設

60 Ｍ Ｓ 2,700Ｍ改修後 ±0 既設撤去 下地処理の上 VS張り  VH 新設

Ｍ改修後 ±0 既設撤去 下地処理の上 VS張り  VH 新設 60 Ｓ

Ｍ改修後 ±0  VH 新設 60 Ｓ 2,600

Ｍ

Ｓ

Ｍ

Ｓ

Ｍ

Ｓ

Ｍ

Ｓ

Ｍ

Ｓ

Ｍ

Ｓ

Ｍ

Ｓ

Ｍ

Ｓ

Ｍ

Ｓ

Ｍ改修後 ±0  VH 新設 60 Ｓ 2,600

Ｍ60 Ｓ VH 新設Ｍ改修後 ±0 既設撤去 下地処理の上 VS張り

Ｍ

Ｓ

増築部 Ｍ±0

改修後 Ｍ±0 ＭＭ

VS張り  VH Ｓ60 Ｓ

Ｍ

流し台

ピクチャーレール

既設撤去 下地処理の上 VS張り

既設撤去 下地処理の上 VS張り

既設撤去 磁器質100角タイル張り

外壁面：断熱材吹付t25の上GB-Rt12.5+t9.5GL張りの上ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

ＤＲ張り(GB-R t=9.5捨張り)

ＤＲ張り(GB-R t=9.5捨張り)

既設撤去 磁器質100角タイル張り

Ｓ

間仕切壁：LGS下地GB-Rt12.5+t9.5の上ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ

2,500

2,500

2,500

ＧＢ－Ｄ張り

ＧＢ－Ｄ張り

ＧＢ－Ｄ張り

ＧＢ－Ｄ張り

ＧＢ－Ｄ張り

ＧＢ－Ｄ張り

ＧＢ－Ｄ張り

ＧＢ－Ｄ張り

ＧＢ－Ｄ張り

ＧＢ－Ｄ張り

ＧＢ－Ｄ張り

ＧＢ－Ｄ張り

既設撤去 下地処理の上 VS

既設撤去 下地処理の上 VS張り

ピクチャーレール

アルミ製ノンスリップ

2,700

2,700

2,700

化粧鏡,汚垂石

化粧鏡,全身鏡,化粧棚

洗面化粧台囲い(別途工事)

スクリーン･暗幕ボックス,移動間仕切(別途工事)

 1. 改修にてウレタン防水を行う部分については樹脂モルタルにて下地処理のこと

 3. 軽量鉄骨間仕切(遮音壁)のボード張りは、梁下及びスラブ下までとする

 4. 塗装、吹付下地ボードはジョイント工法とし、その他は突付とする

 2. 壁撤去後はモルタル補修のこと

 5. 特記なき限り、天井廻縁は塩ビ製とする(コの字型)

 6. 特記なき限り、改修室内の木部・鉄部はSOP塗装とする

 8. 既設天井撤去部は、全て下地共撤去とする

　　既設部に支障を与えないようにすること

 9. 床材張りに支障となる床クラック・欠損等はモルタル補修を行うこと

10. モルタル・タイル等を撤去する場合、既設部との取合い部はカッター等により切断し、

 7. 特記なき限りボード厚は、ロックウール化粧吸音板 t9，GB-S t12.5，GB-D t9.5とする

11. 既設仕上が塗床の場合は機械工法にて処理する

13. 水廻りに使用する石膏ボードは、シージング石膏ボードとする

14. 既設壁を残す壁は、全て下地調整をすること

15. 既設木製カーテン・ブラインドボックスは、全て撤去とする

16. 既設人研石のクリーニング方法は、機械研磨の上石用WAX掛けとする

17. 既設ボードはフレキシブルボード,既設合板はｼﾅ合板t=5とする

12. 既設仕上、岩綿吸音板・石膏ボードはアスベスト含有品としない

20. 外壁面断熱材は、硬質ウレタンフォーム(現場発泡工法)とする

21. 1･16通り外壁面はLGS下地にボード張りとする

22. 天井LGS下地吊ボルトは、コンクリートスラブにC-75×45×15×2.3(長さ100mm程度)をあと施工アンカーφ6mm(2ヶ所)で止め、吊元金具により取付る

19. 館内案内板W900×H600(枠･表示板:アルミ製，案内図:UVE印刷)新設は別途工事とする

秘書室控室

校長室

給湯室

共用室

会議準備室

男子更衣室

事務部長室

第１会議室

女子便所

男子便所

ＥＶホール

女子更衣室

印刷室

※(　)は廊下4～7通り間

階段

廊下

Ｓ

Ｍ

Ｍ

Ｃ

18. 各室既設室名札は全て本工事で撤去し、各室平付型(新協和:SK-PN-2F同等),便所と給湯室は突出型ﾋﾟｸﾄｸﾞﾗﾑ(新協和:SK-PN-1SW同等)新設は別途工事とする

既設下地処理の上 EP-G

RC壁：LGS下地GB-Rt12.5+t9.5の上 EP-G

RC壁：LGS下地GB-Rt12.5+t9.5の上 EP-G

RC壁：LGS下地GB-Rt12.5+t9.5の上 EP-G

RC壁：LGS下地GB-Rt12.5+t9.5の上 EP-G

RC壁：LGS下地GB-Rt12.5+t9.5の上 EP-G

RC壁：LGS下地GB-Rt12.5+t9.5の上 EP-G

RC壁：LGS下地GB-Rt12.5+t9.5の上 EP-G

RC壁：LGS下地GB-Rt12.5+t9.5の上 EP-G

RC壁：LGS下地GB-Rt12.5+t9.5の上 EP-G

既設下地処理の上 EP-G

LGS下地GB-Rt12.5+t9.5 EP-G

外壁面：断熱材吹付t25の上GB-Rt12.5+t9.5GL張り EP-G

外壁面：断熱材吹付t25の上GB-Rt12.5+t9.5GL張り EP-G

外壁面：断熱材吹付t25の上GB-Rt12.5+t9.5GL張り EP-G

外壁面：断熱材吹付t25の上GB-Rt12.5+t9.5GL張り EP-G

外壁面：断熱材吹付t25の上GB-Rt12.5+t9.5GL張り EP-G

外壁面：断熱材吹付t25の上GB-Rt12.5+t9.5GL張り EP-G

外壁面：断熱材吹付t25の上GB-Rt12.5+t9.5GL張り EP-G

外壁面：断熱材吹付t25の上GB-Rt12.5+t9.5GL張り EP-G

GB-Rt12.5GL張り EP-G

LGS下地GB-Rt12.5+t9.5 EP-G

間仕切壁：LGS下地GB-Rt12.5+t9.5 EP-G

間仕切壁：LGS下地GB-Rt12.5+t9.5 EP-G

間仕切壁：LGS下地GB-Rt12.5+t9.5 EP-G

間仕切壁：LGS下地GB-Rt12.5+t9.5 EP-G

間仕切壁：LGS下地GB-Rt12.5+t9.5 EP-G

間仕切壁：LGS下地GB-Rt12.5+t9.5 EP-G

間仕切壁：LGS下地GB-Rt12.5+t9.5 EP-G

間仕切壁：LGS下地GB-Rt12.5+t9.5 EP-G

既設下地処理の上 EP-G

既設下地処理の上 EP-G

既設下地処理の上 EP-G

既設下地処理の上 EP-G

既設下地処理の上 EP-G

既設下地処理の上 EP-G

既設下地処理の上 EP-G

外壁面：断熱材吹付t25の上GB-Rt12.5+t9.5GL張り EP-G（EP-G-T）

間仕切壁：LGS下地GB-Rt12.5+t9.5 EP-G（EP-G-T）

RC壁：LGS下地GB-Rt12.5+t9.5の上 EP-G（EP-G-T）

遮音耐火壁：LGS下地GB-Ft12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

遮音耐火壁：LGS下地GB-Ft12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

RC壁：既設下地処理の上の上 EP-G

既設下地処理の上 EP

秘書室・応接室

秘書室・応接室

事務部長室

校長室

給湯室

外国語第７教員研究室

数学第2教員研究室

数学第1教員研究室

外国語第1教員研究室

外国語第2教員研究室

保体第２教員研究室

講師連絡室

保体第１教員研究室

事務部長室

事務部長室前廊下

便所

便所

主事室

階段

廊下･前室

±0改修前

Ｍ±0改修前

Ｍ

モルタル塗 VP

木製 VP

100 Ｍ Ｃ 木製Ｓ

腰:化粧合板張り(H=1,850)

100 Ｍ プラスター塗Ｃ

改修前 ±0 Ｍ 100 プラスター塗Ｃ Ｓ

腰:化粧合板張り(H=1,850)

プラスター塗の上ビニルクロス貼り

木製

モルタル塗 VP

木製 VP

Ｍ

100 プラスター塗Ｃ Ｓ 木製

モルタル塗 VP

木製 VP

改修前 ±0 Ｍ

木製 VP

Ｍ

Ｗ ボード張りの上ビニルクロス貼り

Ｗ

モルタル塗 VP

100 プラスター塗Ｃ 木製

Ｗ ボード張りの上ビニルクロス貼り

Ｗ 木製

改修前 ±0 Ｍ

モルタル塗 VP

100

プラスター塗(腰:モルタル塗 VP　H=1,850)

Ｍ

プラスター塗Ｃ

Ｗ 300×300有孔ボード張り　VP 木製

改修前 ±0 Ｍ モルタル塗 VP 100

Ｍ

パーティション

プラスター塗Ｃ Ｗ 300×300有孔ボード張り　VP 木製

Ｍ

パーティション

プラスター塗(腰:モルタル塗 H=1,850)の上ビニルクロス貼り

プラスター塗(腰:モルタル塗 H=1,850)の上ビニルクロス貼り

プラスター塗(腰:モルタル塗の上多彩模様塗料 H=1,850)

プラスター塗(腰:モルタル塗の上多彩模様塗料 H=1,850)

改修前 ±0 Ｍ 100

Ｍ

プラスター塗Ｃ Ｗ 300×300有孔ボード張り　VP 木製

2,800

2,800

2,800

2,800

2,800

2,800

2,800

2,800

塩ビ系タイル張り改修前 ±0 Ｍ 100 プラスター塗Ｃ Ｗ 300×300有孔ボード張り　VP 木製2,800

塩ビ系タイル張り改修前 ±0 Ｍ 100 プラスター塗Ｃ Ｗ 300×300有孔ボード張り　VP 木製2,800

プラスター塗(腰:モルタル塗 VP H=1,850)Ｍ

Ｗ ボード張り VP

ボード張り VP

塩ビ系タイル張り改修前 ±0 Ｍ 100 プラスター塗Ｃ Ｗ 300×300有孔ボード張り　VP 木製2,800

プラスター塗(腰:モルタル塗 VP H=1,850)Ｍ

Ｗ ボード張り VP

塩ビ系タイル張り改修前 ±0 Ｍ 100 プラスター塗Ｃ Ｗ 300×300有孔ボード張り　VP 木製2,800

プラスター塗(腰:モルタル塗 VP H=1,850)Ｍ

Ｗ ボード張り VP

塩ビ系タイル張り改修前 ±0 Ｍ プラスター塗Ｃ Ｗ 300×300有孔ボード張り　VP 木製2,800

塩ビ系タイル張り改修前 ±0 Ｍ 100 プラスター塗Ｃ

プラスター塗(腰:モルタル塗 VP H=1,850)Ｍ

Ｗ ボード張り VP

100 Ｗ 300×300有孔ボード張り　VP 木製2,800

木製 VP

モルタル塗 VP

木製 VP

モルタル塗 VP

木製 VP

モルタル塗 VP

木製 VP

モルタル塗 VP

木製 VP

モルタル塗 VP

木製 VP

モルタル塗 VP

モルタル塗 VP

Ｍ

改修前 ±0 Ｍ

プラスター塗(腰:モルタル塗 VP H=1,850) プラスター塗Ｃ塩ビ系タイル張り±0 Ｍ モルタル塗 VP改修前

100

プラスター塗(腰:モルタル塗 VP H=1,850)Ｍ

Ｗ ボード張り VP木製 VP

モルタル塗 VP

Ｗ 300×300有孔ボード張り　VP 木製2,800

腰:化粧合板張り(H=1,850)

プラスター塗の上ビニルクロス貼り

プラスター塗(腰:モルタル塗 VP H=1,850)Ｍ

Ｗ

±0 塩ビシート張り ＳＭ改修前

改修前 ±0 Ｍ

 VH

 VH

60

60 プラスター塗 EP-G(腰:モルタル塗  EP-G H=1,850) 木製2,600

±0 Ｍ改修前 100

Ｗ木製 VP

モルタル塗 VP

プラスター塗Ｃ

プラスター塗Ｃ Ｗ 300×300有孔ボード張り　VP 木製

プラスター塗(腰:モルタル塗 VP H=1,850)

ボード張り VP

±0  VH 60塩ビシート張り ＳＭ改修前

±0改修前 プラスター塗Ｃモルタル塗 VP プラスター塗Ｃプラスター塗(腰:モルタル塗の上多彩模様塗料 H=1,850)Ｍ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

画桟,流し台

画桟,手洗器

画桟,手洗器

画桟,手洗器

画桟,手洗器

画桟,手洗器

画桟,手洗器

画桟,流し台

流し台

ＧＢ－Ｄt=9.5張り

ＧＢ－Ｄt=9.5張り

ＧＢ－Ｄt=9.5張り

ＴＣ敷き

ＴＣ敷き

ＴＣ敷き

ＴＣ敷き

ＴＣ敷き

ＴＣ敷き

ＴＣ敷き

ＧＢ－Ｒt=9.5の上ビニルクロス貼り

ＧＢ－Ｒt=9.5の上ビニルクロス貼り

ＧＢ－Ｒt=9.5の上ビニルクロス貼り

ＧＢ－Ｒt=9.5の上ビニルクロス貼り

ＧＢ－Ｒt=9.5の上ビニルクロス貼り

2,800

2,800

2,400

Ｃ

ＣＢ

GB-Rt12.5GL張り EP-G

2,400

ＴＣ敷き

ＴＣ敷き

塩ビシート張り

Ｃ

ＣＢ

GB-Rt12.5GL張り EP-G

ＴＣ敷き(塩ビ系タイル下地)

塩ビ系タイル張り

暖炉,洗面台，囲い

画桟,洗面台

画桟,洗面台

ピクチャーレール

ピクチャーレール

ＴＣ敷き(塩ビ系タイル下地)

真鍮製ノンスリップ

プラスター塗の上ビニルクロス貼り

プラスター塗上ビニルクロス貼り

２

階

※　内装仕上材・接着剤・塗材（基材含む）はＦ☆☆☆☆若しくは、規制対象外材を用いるものとする。

Ｃ(壁・天井)

Ｍ

Ｃ(床)

Ｓ

ＣＢ

Ｗ

コンクリート打放し

モルタル

軽量鉄骨下地

コンクリートブロック

木下地

コンクリート金コテ押え ＧＢ－Ｆ

ＧＢ－Ｒ

ＧＢ－Ｓ

ＧＢ－Ｒ－Ｈ

強化石膏ボード 

石膏ボードt9.5

石膏ボードt12.5

シージング石膏ボード 

硬質石膏ボードt9.5

化粧ＦＫ 化粧けい酸カルシウム板t6

ＳＯＰ

ＥＰ

ＡＥＰ

合成樹脂調合ペイント塗

合成樹脂エマルションペイント塗(酢酸ビニル系)

合成樹脂エマルションペイント塗(アクリル系)

艶有り合成樹脂エマルションペイント塗

ＣＬ

ＦＥ フタル酸樹脂エナメル塗

クリヤーラッカー塗

ＶＨ

ＶＳ

ビニル巾木

タイルカーペット

ＦＫ けい酸カルシウム板t6

ＤＲ ロックウール化粧吸音版t9

ＳＵＳ ステンレス

ＯＳＣＬ オイルステインクリヤーラッカー塗

ＤＰ 耐候性塗料

織布積層ビニル床シートFSt2.0

エポキシ樹脂系塗床　薄膜流し展べ平滑仕上t1.0

ＥＰ－Ｇ

ＥＰ－Ｔ 合成樹脂エマルション模様塗

ＵＣ ウレタン樹脂ワニス

塗床ＴＣＧＢ－Ｄ 化粧石こうボードｔ9.5

特

記

事

項

凡

　

例

内部仕上表

床

仕　上 仕　上

幅　木

高さ 下地

壁

仕　上 下地 仕　上 下地 仕　上

天　井

天井高

ブラインド

又カーテン

ＢＯＸ

備　考階 室　名 区分

レベル 下地

梁　型

soukikaku
四角形

soukikaku
四角形



100

平成26年7月

※A3版の場合は50％縮尺とする

内部仕上表(3)

Ａ－０３

１３／１０９

縮尺

日付 総数

番号

1

図面名称

工事名称

検　　図 担　　当

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名

事

記

鈴

鹿

工

業

高

等

専

門

学

校

鈴鹿工業高専管理棟改修設計等業務

事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴鹿工業高専管理棟改修その他工事

施設課長 課長補佐 係　　長 担　　当

仙

台

高

等

専

門

学

校

 VH 新設 ＳＭ改修後 ±0 既設撤去 下地処理の上 VS張り 2,700Ｍ60

Ｓ60Ｍ改修後 ±0  VH 新設既設撤去 下地処理の上 VS張り

Ｍ改修後 ±0  VH 新設既設撤去 下地処理の上 VS張り 60

Ｍ

Ｍ Ｓ

2,700

2,700

 VH 新設 ＳＭ改修後 ±0 既設撤去 下地処理の上 VS張り 2,700Ｍ60

 VH 新設 ＳＭ改修後 ±0 既設撤去 下地処理の上 VS張り 2,700Ｍ60

 VH 新設 ＳＭ改修後 ±0 既設撤去 下地処理の上 VS張り 2,700Ｍ60

 VH 新設 ＳＭ改修後 ±0 既設撤去 下地処理の上 VS張り 2,700Ｍ60

 VH 新設 ＳＭ改修後 ±0 既設撤去 下地処理の上 VS張り 2,700Ｍ60

 VH 新設 ＳＭ改修後 ±0 既設撤去 下地処理の上 VS張り 2,700Ｍ60

 VH 新設 ＳＭ改修後 ±0 既設撤去 下地処理の上 VS張り 2,700Ｍ60

 VH 新設 ＳＭ改修後 ±0 既設撤去 下地処理の上 VS張り 2,700Ｍ60

 VH 新設 ＳＭ改修後 ±0 既設撤去 下地処理の上 VS張り 2,700Ｍ60

Ｍ改修後 ±0

Ｍ改修後 ±0

 VH 新設

 VH 新設

60

60 既設のまま 既設のまま

Ｍ60 Ｓ VH 新設Ｍ改修後 ±0 既設撤去 下地処理の上 VS張り

Ｍ

Ｓ

増築部 Ｍ±0

改修後 Ｍ±0 既設撤去 下地処理の上 VS張り Ｍ

 VH Ｓ60 Ｓ

Ｍ

VS張り

ホワイトボード

汚垂石既設クリーニング

既設撤去 下地処理の上 VS張り

既設撤去 下地処理の上 VS張り

既設撤去 磁器質100角タイル張り

既設撤去 磁器質100角タイル張り

±0改修前 既設のまま 既設のまま 既設のまま 既設のまま既設のまま

Ｍ

Ｓ

既設のまま

Ｃ

ＣＢ

Ｃ･ＣＢ

Ｓ

既設のままＳ

Ｓ 2,570

2,570

2,500

2,500

2,500

ＧＢ－Ｄ張り

ＧＢ－Ｄ張り

ＧＢ－Ｄ張り

ＧＢ－Ｄ張り

ＧＢ－Ｄ張り

ＧＢ－Ｄ張り

ＧＢ－Ｄ張り

ＧＢ－Ｄ張り

ＧＢ－Ｄ張り

ＧＢ－Ｄ張り

ＧＢ－Ｄ張り

ＧＢ－Ｄ張り

ＧＢ－Ｄ張り

ＧＢ－Ｄ張り

ＧＢ－Ｄ張りＳ アルミ製ノンスリップ

鉄骨階段･手摺:既設スチールケレンの上 SOP

移動間仕切(別途工事)

 1. 改修にてウレタン防水を行う部分については樹脂モルタルにて下地処理のこと

 3. 軽量鉄骨間仕切(遮音壁)のボード張りは、梁下及びスラブ下までとする

 4. 塗装、吹付下地ボードはジョイント工法とし、その他は突付とする

 2. 壁撤去後はモルタル補修のこと

 5. 特記なき限り、天井廻縁は塩ビ製とする(コの字型)

 6. 特記なき限り、改修室内の木部・鉄部はSOP塗装とする

 8. 既設天井撤去部は、全て下地共撤去とする

　　既設部に支障を与えないようにすること

 9. 床材張りに支障となる床クラック・欠損等はモルタル補修を行うこと

10. モルタル・タイル等を撤去する場合、既設部との取合い部はカッター等により切断し、

 7. 特記なき限りボード厚は、ロックウール化粧吸音板 t9，GB-S t12.5，GB-D t9.5とする

11. 既設仕上が塗床の場合は機械工法にて処理する

13. 水廻りに使用する石膏ボードは、シージング石膏ボードとする

14. 既設壁を残す壁は、全て下地調整をすること

15. 既設木製カーテン・ブラインドボックスは、全て撤去とする

16. 既設人研石のクリーニング方法は、機械研磨の上石用WAX掛けとする

17. 既設ボードはフレキシブルボード,既設合板はｼﾅ合板t=5とする

12. 既設仕上、岩綿吸音板・石膏ボードはアスベスト含有品としない

20. 外壁面断熱材は、硬質ウレタンフォーム(現場発泡工法)とする

21. 1･16通り外壁面はLGS下地にボード張りとする

22. 天井LGS下地吊ボルトは、コンクリートスラブにC-75×45×15×2.3(長さ100mm程度)をあと施工アンカーφ6mm(2ヶ所)で止め、吊元金具により取付る

19. 館内案内板W900×H600(枠･表示板:アルミ製，案内図:UVE印刷)新設は別途工事とする

給湯室

非常勤講師室

教養教育科･セミナー室

講師連絡室

女子便所

男子便所

廊下

階段

ＥＶホール

PH階

教員研究室1･2･3

教員研究室2･5

教員研究室2･5

教員研究室5

教員研究室4

教員研究室2

教員研究室2

教員研究室2

教員研究室4

Ｍ

Ｓ

Ｍ

Ｓ

Ｍ

Ｓ

Ｍ

Ｓ

Ｍ

Ｓ

Ｍ

Ｓ

Ｍ

Ｓ

Ｍ

Ｓ

Ｍ

Ｓ

Ｍ

Ｓ

Ｍ

Ｓ

18. 各室既設室名札は全て本工事で撤去し、各室平付型(新協和:SK-PN-2F同等),便所と給湯室は突出型ﾋﾟｸﾄｸﾞﾗﾑ(新協和:SK-PN-1SW同等)新設は別途工事とする

流し台,化粧鏡

既設下地処理の上 EP-G

RC壁：LGS下地GB-Rt12.5+t9.5の上 EP-G

既設下地処理の上 EP-G

既設下地処理の上 EP-G

既設下地処理の上 EP-G

既設下地処理の上 EP-G

既設下地処理の上 EP-G

既設下地処理の上 EP-G

既設下地処理の上 EP-G

既設下地処理の上 EP-G

既設下地処理の上 EP-G

既設下地処理の上 EP-G

既設下地処理の上 EP-G

RC壁：LGS下地GB-Rt12.5+t9.5の上 EP-G

既設下地処理の上 EP-G

LGS下地GB-Rt12.5+t9.5 EP-G

外壁面：断熱材吹付t25の上GB-Rt12.5+t9.5GL張り EP-G

外壁面：断熱材吹付t25の上GB-Rt12.5+t9.5GL張り EP-G

間仕切壁：LGS下地GB-Rt12.5+t9.5 EP-G

遮音耐火壁：LGS下地GB-Ft12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

外壁面：断熱材吹付t25の上GB-Rt12.5+t9.5GL張り EP-G

間仕切壁：LGS下地GB-Rt12.5+t9.5の上 EP-G

既設下地処理の上 EP-G

遮音耐火壁：LGS下地GB-Ft12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

外壁面：断熱材吹付t25の上GB-Rt12.5+t9.5GL張り EP-G

間仕切壁：LGS下地GB-Rt12.5+t9.5の上 EP-G

遮音耐火壁：LGS下地GB-Ft12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

外壁面：断熱材吹付t25の上GB-Rt12.5+t9.5GL張り EP-G

間仕切壁：LGS下地GB-Rt12.5+t9.5の上 EP-G

遮音耐火壁：LGS下地GB-Ft12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

外壁面：断熱材吹付t25の上GB-Rt12.5+t9.5GL張り EP-G

間仕切壁：LGS下地GB-Rt12.5+t9.5の上 EP-G

遮音耐火壁：LGS下地GB-Ft12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

外壁面：断熱材吹付t25の上GB-Rt12.5+t9.5GL張り EP-G

間仕切壁：LGS下地GB-Rt12.5+t9.5の上 EP-G

遮音耐火壁：LGS下地GB-Ft12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

外壁面：断熱材吹付t25の上GB-Rt12.5+t9.5GL張り EP-G

間仕切壁：LGS下地GB-Rt12.5+t9.5の上 EP-G

遮音耐火壁：LGS下地GB-Ft12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

外壁面：断熱材吹付t25の上GB-Rt12.5+t9.5GL張り EP-G

間仕切壁：LGS下地GB-Rt12.5+t9.5の上 EP-G

遮音耐火壁：LGS下地GB-Ft12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

外壁面：断熱材吹付t25の上GB-Rt12.5+t9.5GL張り EP-G

間仕切壁：LGS下地GB-Rt12.5+t9.5の上 EP-G

遮音耐火壁：LGS下地GB-Ft12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

外壁面：断熱材吹付t25の上GB-Rt12.5+t9.5GL張り EP-G

間仕切壁：LGS下地GB-Rt12.5+t9.5の上 EP-G

遮音耐火壁：LGS下地GB-Ft12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

外壁面：断熱材吹付t25の上GB-Rt12.5+t9.5GL張り EP-G

間仕切壁：LGS下地GB-Rt12.5+t9.5の上 EP-G

遮音耐火壁：LGS下地GB-Ft12.5+GB-R-Ht9.5の上 EP-G

外壁面：断熱材吹付t25の上GB-Rt12.5+t9.5GL張り EP-G

間仕切壁：LGS下地GB-Rt12.5+t9.5の上 EP-G

間仕切壁：LGS下地GB-Rt12.5+t9.5の上 EP-G

既設下地処理の上 EP

第１会議室

外国語第4教員研究室

外国語第３教員研究室

外国語第４教員研究室

外国語第３教員研究室

保体第３教員研究室

保体第３教員研究室

廊下

控室

非常勤講師室

外国語第５教員研究室

数学第６教員研究室

数学第５教員研究室

数学第４教員研究室

第２会議室

数学第３教員研究室

女子便所

男子便所

第１会議室

控室

廊下

階段

PH階

±0 Ｍ改修前 100 木製プラスター塗

木製 VP

モルタル塗 VP

Ｃ Ｃ Ｓ ＤＲ張り(GB-Rt=9.5捨張り)

改修前 ±0 Ｍ 塩ビ系タイル張り プラスター塗(腰:モルタル塗 VP H=1,850)モルタル塗 VP Ｃ100 Ｗ 300×300有孔ボード張り　VP 木製プラスター塗Ｃ

Ｍ±0改修前 塩ビ系タイル張り

木製 VP

モルタル塗 VP プラスター塗(腰:モルタル塗 VP H=1,850)

100

Ｗ

Ｃ

Ｗ 300×300有孔ボード張り　VP 木製プラスター塗Ｃ

Ｍ±0改修前 塩ビ系タイル張り

木製 VP

モルタル塗 VP プラスター塗(腰:モルタル塗 VP H=1,850)

100

Ｗ

Ｃ

Ｗ 300×300有孔ボード張り　VP 木製プラスター塗Ｃ

Ｍ±0改修前 塩ビ系タイル張り

木製 VP

モルタル塗 VP プラスター塗(腰:モルタル塗 VP H=1,850)

100

Ｗ

Ｃ

Ｗ 300×300有孔ボード張り　VP 木製プラスター塗Ｃ

Ｍ±0改修前 塩ビ系タイル張り

木製 VP

モルタル塗 VP プラスター塗(腰:モルタル塗 VP H=1,850)

100

Ｗ

Ｃ

Ｗ 300×300有孔ボード張り　VP 木製プラスター塗Ｃ

Ｍ±0改修前 塩ビ系タイル張り

木製 VP

モルタル塗 VP プラスター塗(腰:モルタル塗 VP H=1,850)

100

Ｗ

Ｃ

Ｗ 300×300有孔ボード張り　VP 木製プラスター塗Ｃ

Ｍ±0改修前 塩ビ系タイル張り

木製 VP

モルタル塗 VP プラスター塗(腰:モルタル塗 VP H=1,850)

100

Ｗ

Ｃ

Ｗ 300×300有孔ボード張り　VP 木製プラスター塗Ｃ

Ｍ±0改修前 塩ビ系タイル張り

木製 VP

モルタル塗 VP プラスター塗(腰:モルタル塗 VP H=1,850)

100

Ｗ

Ｃ

Ｗ 300×300有孔ボード張り　VP 木製プラスター塗Ｃ

Ｍ±0改修前 塩ビ系タイル張り

木製 VP

モルタル塗 VP プラスター塗(腰:モルタル塗 VP H=1,850)

100

Ｗ

Ｃ

Ｗ 300×300有孔ボード張り　VP 木製プラスター塗Ｃ

Ｍ±0改修前 塩ビ系タイル張り

木製 VP

モルタル塗 VP プラスター塗(腰:モルタル塗 VP H=1,850)

100

Ｗ

Ｃ

Ｗ 300×300有孔ボード張り　VP 木製プラスター塗Ｃ

Ｍ±0改修前 塩ビ系タイル張り

木製 VP

モルタル塗 VP プラスター塗(腰:モルタル塗 VP H=1,850)

100

Ｗ

Ｃ

Ｗ 300×300有孔ボード張り　VP 木製プラスター塗Ｃ

Ｍ±0改修前 塩ビ系タイル張り

木製 VP

モルタル塗 VP プラスター塗(腰:モルタル塗 VP H=1,850)

100

Ｗ

Ｃ

Ｗ 300×300有孔ボード張り　VP 木製プラスター塗Ｃ

Ｍ±0改修前

木製 VP

モルタル塗 VP

100

Ｗ

Ｃ

木製プラスター塗Ｃ Ｓ

±0  VH 60 木製ＳＭ改修前

 VH 60塩ビシート張り 木製ＳＭ±0改修前

その他：LGS下地＋耐水合板t12＋GB-St12.5の上EP-G

通路RC･CB壁：GB-Rt12.5GL張り EP-G

±0 Ｍ改修前 100 木製

腰:敷目板張り OP(H=1,850)

プラスター塗(腰:モルタル塗 VP H=1,850)

プラスター塗

木製 VP

モルタル塗 VP

Ｃ Ｓ

Ｍ±0改修前 塩ビ系タイル張り

木製 VP

モルタル塗 VP プラスター塗(腰:モルタル塗 VP H=1,850)

100

Ｗ

Ｃ

Ｗ 300×300有孔ボード張り　VP 木製プラスター塗Ｃ

Ｍ±0改修前 塩ビ系タイル張り

木製 VP

モルタル塗 VP プラスター塗(腰:モルタル塗 VP H=1,850)

100

Ｗ

Ｃ

Ｗ 300×300有孔ボード張り　VP 木製プラスター塗Ｃ

Ｍ±0改修前 塩ビ系タイル張り

木製 VP

モルタル塗 VP プラスター塗(腰:モルタル塗 VP H=1,850)

100

Ｗ

Ｃ

Ｗ 300×300有孔ボード張り　VP 木製プラスター塗Ｃ

Ｍ±0改修前 塩ビ系タイル張り

木製 VP

モルタル塗 VP プラスター塗(腰:モルタル塗 VP H=1,850)

100

Ｗ

Ｃ

Ｗ 300×300有孔ボード張り　VP 木製プラスター塗Ｃ

画桟,人研ぎ作業台

画桟,流し台

画桟

画桟

汚垂石

塩ビシート張り

磁器質100角タイル張り

ＣＰ敷き ＧＢ－Ｄt=9.5張り

ＧＢ－Ｄt=9.5張り

ＤＲ張り(GB-R t=9.5捨張り)

ＤＲ張り(GB-R t=9.5捨張り)

2,800

3,150

3,150

3,150

3,150

3,150

3,150

3,150

3,150

3,150

3,150

3,150

3,150

3,150

3,150

2,800

3,150

3,000

合板張り VP

合板張り VP

合板張り VP

合板張り VP

合板張り VP

合板張り VP

合板張り VP

合板張り VP

合板張り VP

合板張り VP

合板張り VP

合板張り VP

合板張り VP

合板張り VP

合板張り VP

±0改修前 プラスター塗Ｃモルタル塗 VP プラスター塗Ｃプラスター塗(腰:モルタル塗の上多彩模様塗料 H=1,850)Ｍ ＴＣ敷き 3,150

Ｃ

Ｃ

ステージ

±0改修前 ＣＣＣ モルタル塗 Ｃ モルタル塗 モルタル塗 モルタル塗 鉄骨階段･手摺:スチール OPモルタル金ゴテ

GB-Rt12.5GL張り EP-G

Ｃ

ＣＢ

Ｃ･ＣＢ

Ｓ

2,570

2,570

3,150ＴＣ敷き(塩ビ系タイル下地)

ＴＣ敷き(塩ビ系タイル下地)

ＴＣ敷き(塩ビ系タイル下地)

プラスター塗(腰:モルタル塗 VP H=1,850)

1,5通り:プラスター塗の上ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ(腰:敷目板張り OPH=1,850)

プラスター塗(腰:モルタル塗の上ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ H=1,850)

真鍮製ノンスリップ

ステージ,黒板

３

階

※　内装仕上材・接着剤・塗材（基材含む）はＦ☆☆☆☆若しくは、規制対象外材を用いるものとする。

Ｃ(壁・天井)

Ｍ

Ｃ(床)

Ｓ

ＣＢ

Ｗ

コンクリート打放し

モルタル

軽量鉄骨下地

コンクリートブロック

木下地

コンクリート金コテ押え ＧＢ－Ｆ

ＧＢ－Ｒ

ＧＢ－Ｓ

ＧＢ－Ｒ－Ｈ

強化石膏ボード 

石膏ボードt9.5

石膏ボードt12.5

シージング石膏ボード 

硬質石膏ボードt9.5

化粧ＦＫ 化粧けい酸カルシウム板t6

ＳＯＰ

ＥＰ

ＡＥＰ

合成樹脂調合ペイント塗

合成樹脂エマルションペイント塗(酢酸ビニル系)

合成樹脂エマルションペイント塗(アクリル系)

艶有り合成樹脂エマルションペイント塗

ＣＬ

ＦＥ フタル酸樹脂エナメル塗

クリヤーラッカー塗

ＶＨ

ＶＳ

ビニル巾木

タイルカーペット

ＦＫ けい酸カルシウム板t6

ＤＲ ロックウール化粧吸音版t9

ＳＵＳ ステンレス

ＯＳＣＬ オイルステインクリヤーラッカー塗

ＤＰ 耐候性塗料

織布積層ビニル床シートFSt2.0

エポキシ樹脂系塗床　薄膜流し展べ平滑仕上t1.0

ＥＰ－Ｇ

ＥＰ－Ｔ 合成樹脂エマルション模様塗

ＵＣ ウレタン樹脂ワニス

塗床ＴＣＧＢ－Ｄ 化粧石こうボードｔ9.5

特

記

事

項

凡

　

例

内部仕上表

床

仕　上 仕　上

幅　木

高さ 下地

壁

仕　上 下地 仕　上 下地 仕　上

天　井

天井高

ブラインド

又カーテン

ＢＯＸ

備　考階 室　名 区分

レベル 下地

梁　型

soukikaku
四角形

soukikaku
四角形



100

平成26年7月

※A3版の場合は50％縮尺とする

改修前後　1階平面図

Ａ－０５

１５／１０９

縮尺

日付 総数

番号

1

図面名称

工事名称

検　　図 担　　当

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名

事

記

鈴

鹿

工

業

高

等

専

門

学

校

鈴鹿工業高専管理棟改修設計等業務

事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴鹿工業高専管理棟改修その他工事

施設課長 課長補佐 係　　長 担　　当

仙

台

高

等

専

門

学

校

増築部

既設部

ＬＷ

ＬＷ

Ｌ
Ｗ

Ｌ
Ｗ

ＬＷ

Ｌ
Ｗ

ＬＷ ＬＷ

ＬＷ ＬＷ

ＬＷ

ＬＷＬＷ

ＬＷ

Ｌ
Ｗ

Ｌ
Ｗ

Ｌ
Ｗ

Ｌ
Ｗ

Ｔ
Ｌ
Ｗ

ＴＬＷ

ＬＷ

ＥＷ20 ＥＷ20 ＥＷ20 ＥＷ20ＥＷ20

ＬＷ

Ｆ
Ｌ
Ｗ

Ｆ
Ｌ
Ｗ

Ｆ
Ｌ
Ｗ

Ｆ
Ｌ
Ｗ

RC垂･腰壁t=150 撤去 RC腰壁t=150 撤去

RC腰壁t=150

撤去
RC垂･腰壁t=150 撤去 RC垂･腰壁t=150 撤去RC垂･腰壁t=150 撤去

RC垂･腰壁t=150 撤去

RC垂･腰壁t=150 撤去

RC垂･腰壁t=150 撤去RC垂･腰壁t=150 撤去

ＥＷ18

ＥＷ20ＥＷ20

ＬＷ

ＬＷ

Ｗ15 Ｗ15

ＬＷ

ＬＷ

Ｌ
Ｗ

ＬＷ

Ｌ
Ｗ

ＴＬＷ

ＬＷ

ＥＷ18･20

Ｗ15

ＦＬＷ

**

*

1

LSD LSD

LSD

LSD

LSD

AD

1

AW

AW

AW

AW

AW

AW

AW

1

AW

AW

1

AW

1

AW

AW

AW

AW

AW

AW

AW

AW

AW

AW

AW

1

AD AD

23 3 3 3 3

AW

AW

LSD

3

AW

AW

2

AW

LSD

SS

1

TB

TB

3

TB

4

TB

5

1a

3b

5

SS

3

SS

2

1-1 1-1

1-11-31-31-3 1-1

1-1

1-1

8

5

WD

WD

WD

3

SD

6

WD

WD

7

3

3

3

3

6

12

45

TB

2

TB

12

SD

4

3c

1-3 1-2 1-2

防

防

AD

PA

1

WD WD

1

AW

1

AW AW

1

AW

1 1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AWAD AD AD

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

5 5

WD

2

WD

4

WD

WD

3

3

WD

WD

WD

WD

WD

11

1

AD

1

AW

1

AW

1

AW

1

23

WD

1

WD

3

6
WW

1

WW

3

WW WW

2 3

10

12

13

SD

1

SD

3

1A

Ｗ

Ｗ

ＷＷ

ＬＷ

Ｌ
Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｃ
Ｂ

Ｗ

ＣＢ

Ｗ

Ｗ

Ｒ
Ｃ

Ｒ
Ｃ

ＲＣ

ＣＢ

ＬＷ

Ｗ

**

*

**

*

**

*

AD

5

AD

5

WD

11

WD

11

UP
UP

UP
UP

UP

UP

UP

UP

UP

UPUP

Ｎ

PS

消火器BOX(露出) 新設(別途工事)

防火設備を示す

改修後　1階平面図　　　1/100

改修前　1階平面図　　　1/100

冷蔵庫

冷蔵庫

冷蔵庫

洗濯機

流し

±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0

+50

+50

+50

±0

±0

±0

+450

±0

±0 ±0

±0 ±0

±0
±0 ±0

±0+50

+50 ±0

±0

±0

+190

FL+950

FL+950

FL+700

FL+700

±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0

A

B

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

A

B

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

9
,
5
0
0

60,000

4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,0004,000

3,1102,250

9
,
5
0
0

60,000

4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

3
,
0
0
0

8
5
0

1
,
3
0
0

1
,
5
6
0

2
,
5
5
0

4
,
6
0
0

1
,
9
0
0

2
,
7
0
0

1100

OAフロア 新設

1101

1102

1100

1106

1105

1104

1108

OAフロア

OAフロア

1109

1103 1103-1

蒸気ピット

蒸気ピット 撤去

消

消

CBプロパン庫 撤去

既設OAフロア利用

トラップ

ボックス

トラップ

ボックス

階段 撤去

蒸気ピット蒸気ピット

凡 例

　■改修内容：床仕上げ,壁・天井仕上げ及び下地新設

新設建具符号を示す

凡 例

撤去建具符号を示す

床仕上げ,壁･天井仕上げ及び下地(CB･LGS･木)撤去

1107

下部ﾋﾟｯﾄ土間ｺﾝｸﾘｰﾄ打

新設

ｽﾗﾌﾞ開口塞ぎ

OAフロア

▽中心線

▽3Ｍ延焼線

換気塔 撤去換気塔 撤去 換気塔 撤去

蒸気ピット

換気塔 撤去 換気塔 撤去

室外機基礎 撤去

1,200×600(H=300)

室外機基礎 撤去

1,200×600(H=300)

ﾓﾙﾀﾙ樋巻き 撤去

ﾓﾙﾀﾙ樋巻き 撤去

既設OAフロア利用

OAフロア 新設

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ嵩上げ

OAフロア 新設

OAフロア 新設

流し･コンロ台 撤去

流し台･吊戸棚 撤去

女子･男子便所:床仕上げ,壁･天井仕上げ及び下地(LGS)撤去

女子･男子便所:床仕上げ,壁･天井仕上げ及び下地(LGS),ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ

　　ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ,ﾗｲﾆﾝｸﾞ,汚垂石,洗面ｶｳﾝﾀｰ,化粧鏡,補助手摺 撤去

別途工事:大小便器,ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾙﾀﾞｰ

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ嵩上げ

FLからのレベルを示す

軽量鉄骨(LGS)壁撤去範囲を示す

木下地壁撤去範囲を示す

コンクリート壁撤去範囲(梁下まで)を示す

CB壁撤去範囲(梁下まで)を示す

FLからのレベルを示す

消

新設耐火1時間軽量鉄骨(LGS)間仕切壁

新設耐火1時間＋遮音性能軽量鉄骨(LGS)間仕切壁

新設軽量鉄骨(LGS W65)間仕切壁

新設RC耐震壁W=180･200

新設RC壁W=150

改修建具符号を示す

改修建具符号を示す

消

ﾕﾆｯﾄﾊﾞｽ 撤去

　　　　　　  ﾗｲﾆﾝｸﾞ,汚垂石,化粧鏡,洗面器(女子便所) 新設

別途工事:大小便器,洗面器(男子便所),ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾙﾀﾞｰ

ＥＶ

EPSホ－ル

学生課

総務課
書庫

給湯室

多目的便所

ホール

SS

倉庫①

廊下廊下

内金庫

廊下

事務用電算機室

ホール

教育研究支援室

放送室

女性更衣室

男性更衣室

総務課事務室

総務課前室

女子

便所

男子

便所

書庫

前室① 前室②

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞﾙｰﾑ

廊下廊下

当直室

ＵＢ

物入

男子

便所

PS

女子

便所

学生相談室

保健室

PS

物品庫

倉庫②

個室

SS

S
S

soukikaku
四角形

soukikaku
四角形



100

平成26年7月

※A3版の場合は50％縮尺とする

改修前後　2階平面図

Ａ－０６

１６／１０９

縮尺

日付 総数

番号

1

図面名称

工事名称

検　　図 担　　当

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名

事

記

鈴

鹿

工

業

高

等

専

門

学

校

鈴鹿工業高専管理棟改修設計等業務

事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴鹿工業高専管理棟改修その他工事

施設課長 課長補佐 係　　長 担　　当

仙

台

高

等

専

門

学

校

増築部

既設部

ＴＬＷ

Ｔ
Ｌ
Ｗ

ＬＷ

ＬＷ

ＬＷ

ＬＷ

ＬＷ ＬＷ

ＬＷ ＬＷ

ＬＷ ＬＷ ＬＷ ＬＷ ＬＷ ＬＷ ＬＷ ＬＷ

ＥＷ20 ＥＷ20 ＥＷ20 ＥＷ20 ＥＷ20

ＴＬＷ

ＥＷ20

ＬＷ

Ｆ
Ｌ
Ｗ

Ｆ
Ｌ
Ｗ

Ｆ
Ｌ
Ｗ

Ｆ
Ｌ
Ｗ

RC垂･腰壁t=150 撤去 RC垂･腰壁t=150 撤去 RC腰壁t=150 撤去 RC垂･腰壁t=150 撤去 RC垂･腰壁t=150 撤去 RC垂･腰壁t=150 撤去

RC垂･腰壁t=150 撤去

ＥＷ20

Ｌ
Ｗ

Ｌ
Ｗ

Ｌ
Ｗ

Ｌ
Ｗ

Ｌ
Ｗ

ＬＷ

ＬＷ

Ｌ
Ｗ

Ｌ
Ｗ

Ｗ15

Ｗ15

ＦＬＷ

ＬＷ ＬＷ

ＬＷ

Ｌ
Ｗ

**

*

SS

3

SS

AW

AW

AW

AW

AW AW AW AW

AW

1

AW

AW

1

AW

AW

AW

AW

AW

AW

AW

1

AW

AW

AW

AW

1

AW

1

AW

3 3 3

AW

LSD LSD LSD

3

AW

AW AD

3

3

1

TB

6

TB

TB

7

TB

TB

8

TB

9

10

11

1a 1a3a

AW

3 1-2 1-1

1-31-31-31-31-31-11-11-2

WD WD

WD

WD

WD

7

WD

WD WD

WD

WD

5

7

LSD

12 2 2

2

3

4

10

11

WD

11

SD

4

7

1-31-11-1 1-1 1-1

防

防 防 防

WD

6

WD

6

WD

WD

2

WD

WD

2

WD

2

WD

2

WD

2

WW

1

WW

1

WW

1

1

SD

WW

1

WD

2

WD

1
WD

2

WW

1

WD

WD

1 1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1 1

AW

1

AW

1

AW

1

AW AD

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AWAW AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

4

7

7

8

9

WW

1

WW

1

WW

1
Ｗ Ｗ Ｗ

ＣＢ

Ｃ
Ｂ

Ｗ

ＷＷ

Ｒ
Ｃ

ＲＣ

Ｗ

Ｗ

ＲＣ

ＣＢ

ＬＷ

Ｗ

Ｗ

ｽｸﾘｰﾝBOX

PA

3

PA

2

**

*

AD

6

AD

6

DN DN

UP UP

UP

DN DN

UP UP

UP

Ｎ

PS

消火器BOX(露出) 新設(別途工事)

防火設備を示す

改修前　2階平面図　　　1/100

改修後　2階平面図　　　1/100

±0 ±0

±0 ±0 ±0 ±0 ±0

±0

±0

±0 ±0 ±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0 ±0

±0

±0

A

B

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

A

B

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

9
,
5
0
0

60,000

4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

9
,
5
0
0

60,000

4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

3,110

2
,
7
0
0

1
,
9
0
0

4
,
6
0
0

1,245

5
,
0
0
0

1
,
3
0
0

1
,
3
0
0

1201 1202

1203

1210

1211

12091208120712061205

1204 1204-1

流し台 撤去

ｼｬｯﾀｰ 撤去

流し台 撤去

凡 例

　■改修内容：床仕上げ,壁・天井仕上げ及び下地新設

新設建具符号を示す

FLからのレベルを示す

消

新設耐火1時間軽量鉄骨(LGS)間仕切壁

新設耐火1時間＋遮音性能軽量鉄骨(LGS)間仕切壁

新設軽量鉄骨(LGS W65)間仕切壁

新設RC耐震壁W=200

凡 例

撤去建具符号を示す

FLからのレベルを示す

軽量鉄骨(LGS)壁撤去範囲を示す

木下地壁撤去範囲を示す

床仕上げ,壁･天井仕上げ及び下地(CB･LGS･木)撤去

ｽﾗﾌﾞ開口塞ぎ

▽中心線

▽

5

Ｍ

延

焼

線

新設RC壁W=150

囲い 撤去

洗面台 撤去(別途工事)

洗面台 撤去

(別途工事)

暖炉 撤去

ｱｺｰﾃﾞｨｵﾝｶｰﾃﾝ 撤去

手洗器 撤去

(別途工事)

手洗器 撤去

(別途工事)

手洗器 撤去

(別途工事)

手洗器 撤去

(別途工事)

手洗器 撤去

(別途工事)

コンクリート壁撤去範囲(梁下まで)を示す

CB壁撤去範囲(梁下まで)を示す

V
S
張

り

塩ビ系

タイルTC

女子･男子便所:床仕上げ,壁･天井仕上げ及び下地(LGS)撤去

女子･男子便所:床仕上げ,壁･天井仕上げ及び下地(LGS),ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ

　　ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ,ﾗｲﾆﾝｸﾞ,汚垂石,洗面ｶｳﾝﾀｰ,化粧鏡,補助手摺 撤去

別途工事:大小便器,ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾙﾀﾞｰ

消
消 消

別途工事:大小便器,洗面器,ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾙﾀﾞｰ

　　　　　　　ﾗｲﾆﾝｸﾞ,汚垂石,化粧鏡･棚 新設

校長室 応接室

外国語第７教員研究室

保体第１教員研究室

講師連絡室

外国語第１教員研究室外国語第２教員研究室数学第１教員研究室数学第２教員研究室保体第２教員研究室

主事室

秘書室

廊下 廊下 前室

便所

事務部長室

給湯室

ＥＶ

ホ－ル

校長室

廊下

共用室

秘書室控室

給湯室

廊下

SS SS

事務部長室

会議準備室

第１会議室

印刷室

男子更衣室

女子更衣室

(休憩室)

PS

男子

便所

女子

便所

PS

EPS

soukikaku
四角形



100

平成26年7月

※A3版の場合は50％縮尺とする

改修前後　3階平面図

Ａ－０７

１７／１０９

縮尺

日付 総数

番号

1

図面名称

工事名称

検　　図 担　　当

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名

事

記

鈴

鹿

工

業

高

等

専

門

学

校

鈴鹿工業高専管理棟改修設計等業務

事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴鹿工業高専管理棟改修その他工事

施設課長 課長補佐 係　　長 担　　当

仙

台

高

等

専

門

学

校

増築部

既設部

Ｌ
Ｗ

ＬＷ

Ｌ

Ｗ

ＬＷ ＬＷ ＬＷ ＬＷ

Ｔ
Ｌ
Ｗ

Ｔ
Ｌ
Ｗ

Ｔ
Ｌ
Ｗ

Ｔ
Ｌ
Ｗ

Ｔ
Ｌ
Ｗ

Ｔ
Ｌ
Ｗ

Ｔ
Ｌ
Ｗ

ＬＷ

ＦＬＷ

Ｔ
Ｌ
Ｗ

Ｔ
Ｌ
Ｗ

Ｔ
Ｌ
Ｗ

Ｔ
Ｌ
Ｗ

Ｔ
Ｌ
Ｗ

Ｌ
Ｗ

Ｌ
Ｗ

ＥＷ20 ＥＷ20ＥＷ20

Ｆ
Ｌ
Ｗ

RC腰壁t=150 撤去RC垂･腰壁t=150 撤去 RC垂･腰壁t=150 撤去 RC垂･腰壁t=150 撤去

Ｗ15

ＴＬＷ

ＥＷ20

ＬＷ

Ｗ15

ＦＬＷ

ＬＷ

ＬＷ ＬＷＬＷ

ＬＷＬＷ ＬＷ

Ｌ
Ｗ

ＬＷ

ＬＷ ＬＷ

ＬＷ ＬＷ ＬＷ ＬＷ ＬＷ ＬＷ

Ｔ
Ｌ
Ｗ

Ｔ
Ｌ
Ｗ

ＴＬＷＴＬＷ

Ｌ
Ｗ

AW

AW

AW

AW

AW

1

AW

AW

AW

AW

AW

AW AW

AW

1

AW

AW

1

AW AW AW

1

AWAW

AW AW

AW

AW AW AW AW

SD SD

1

AW

3

AW

2

1a 41a-1 3c 1-1 1-1 1-2 1-3 1-1

1-3 1-31-1 1-1 1-1 1-1 1-1

1-1

1-1 1-1 1-1 1-1 1-3

**

*

5

5

WD

WD

7

WD

9

9

9

9

WD

WD

WD

WD

9

WD

9

WD

9

WD

9

WD

9

WD

9

WD

9

WD

9

WD

9

WD

9

WD

9

WD

SD

4

1-3 1-1防 防防

防

WD

WD

1

WD

1
WD

2

WD

2

WD

2

WD

2

WD

2

WD

2

WD

2

WD

2

WW

1

WW

1

WW WW

1

WW

1

WW

1

WW

1

WW

1

WW

1

WD

2

WD

SD

2

SD

1

1 1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1 1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AWAW AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AWAW

1

8

1

1

10

10

Ｒ
Ｃ

Ｗ

Ｗ

Ｒ
Ｃ

Ｒ
Ｃ

Ｒ
Ｃ

Ｗ
Ｗ

Ｗ Ｗ Ｗ
ＷＷＷＷ

Ｗ

Ｗ

ＲＣ

ＣＢ

ＬＷ

Ｗ

**

*

WD

WD

**

*

**

*

WD

11

WD

11

DNDN

UP

DNDN

UP

Ｎ

消火器BOX(露出) 新設(別途工事)

代用進入口を示す

防火設備を示す

改修前　3階平面図　　　1/100

改修後　3階平面図　　　1/100

冷蔵庫

±0

±0

±0

±0 ±0

±0 ±0

±0 ±0 ±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0 ±0 ±0 ±0 ±0 ±0 ±0 ±0 ±0

±0 ±0 ±0 ±0

±0

±0
±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0

A

B

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

A

B

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

9
,
5
0
0

60,000

4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

9
,
5
0
0

60,000

4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

3,110

2
,
7
0
0

1
,
9
0
0

4
,
6
0
0

5
,
0
0
0

1301

1302

1303

1311

13121307130613051304

1308 1309 1310

手洗器 撤去

消

消

ステージ(Ｈ＝100) 撤去

凡 例

　■改修内容：床仕上げ,壁・天井仕上げ及び下地新設

ｽﾗﾌﾞ開口塞ぎ

人研ぎ作業台 撤去

人研ぎ床見切り 撤去 人研ぎ床見切り 撤去

木製棚 撤去

人研ぎ床見切り 撤去

手摺H300 増設

凡 例

撤去建具符号を示す

床仕上げ,壁･天井仕上げ及び下地(CB･LGS･木)撤去

▽中心線

▽

5

Ｍ

延

焼

線

新設建具符号を示す

女子･男子便所:床仕上げ 撤去

TCVS

T
C

塩
ビ

系
ﾀ
ｲ
ﾙ

女子･男子便所:床仕上げ 新設(TC張りはVSに張替え)

　　　　　　　ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ,洗面ｶｳﾝﾀｰ,汚垂石 ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

FLからのレベルを示す

軽量鉄骨(LGS)壁撤去範囲を示す

木下地壁撤去範囲を示す

コンクリート壁撤去範囲(梁下まで)を示す

CB壁撤去範囲(梁下まで)を示す

改修建具符号を示す

消

新設耐火1時間軽量鉄骨(LGS)間仕切壁

新設耐火1時間＋遮音性能軽量鉄骨(LGS)間仕切壁

新設軽量鉄骨(LGS W65)間仕切壁

新設RC耐震壁W=200

新設RC壁W=150

FLからのレベルを示す

改修建具符号を示す

消

第１会議室

非常勤講師室

外国語第３教員研究室 保体第３教員研究室

第２会議室

数学第３教員研究室数学第４教員研究室数学第５教員研究室外国語第５教員研究室

控室

前室廊下

廊下

廊下

女子

便所

ＥＶ

EPSホ－ル

廊下

給湯室

廊下

セミナー室

教養教育科

講師連絡室

女子

便所

男子

便所

印刷室
廊下

非常勤講師室

男子

便所

PS

PS

数学第６教員研究室

外国語第４教員研究室

教員研究室3

教員研究室1 教員研究室2 教員研究室2 教員研究室2

教員研究室1

教員研究室4

教員研究室2

教員研究室2 教員研究室2

教員研究室5 教員研究室5

教員研究室2 教員研究室4

教員研究室2

soukikaku
四角形

soukikaku
四角形

soukikaku
四角形

soukikaku
四角形

soukikaku
四角形

soukikaku
四角形

soukikaku
四角形

soukikaku
四角形



縮尺

日付 総数

番号

1

平成26年7月

図面名称

工事名称検　　図 担　　当

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名

事

記

鈴
鹿
工
業
高
等
専
門
学
校

鈴鹿工業高専管理棟改修設計等業務
事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴鹿工業高専管理棟改修その他工事

※A3版の場合は50％縮尺とする

改修前後 1階平面詳細図(1)
50

PS

総務課前室

ホール

男子便所

1 2 3 4 5 6 7 8 9

床:TC 撤去

床:塩ビシート 撤去

床:塩ビ系タイル 撤去

塩ビ系
タイル TC

廊下

床:塩ビ系タイル 撤去

総務課事務室 事務用電算機室

床:塩ビ系タイル 撤去

女子便所

床:塩ビシート 撤去

UP

UP

RC(W150)垂･腰壁 撤去RC(W150)垂･腰壁 撤去 RC(W150)垂･腰壁 撤去

LGS(W10)間仕切壁
撤去

床:TC 撤去

木製建具 撤去

ホール

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

EW20 新設

EW20 新設

ｽﾗﾌﾞ開口塞ぎ

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

Ｄ

Ｃ

Ａ

展開方向 Ｂ

1 2 3 4 5 6 7 8 9

UP

UP

LW
65

LW65
総務課

廊下

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

男子便所

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

女子便所

PS

磁器質
100角ﾀｲﾙ
新設

LW65

A

B

A

B

改修前　1階平面詳細図(1)　　 1/50

改修前　1階平面詳細図(1)　　 1/50

木製間仕切壁 撤去
柱：120×120@1,800
間柱：120×30@450

ｱﾙﾐ製建具 撤去

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ
撤去

LGS下地壁 撤去

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ
撤去

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ
撤去

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ
撤去

S.S

樹脂製OAフロア 新設

樹脂製OAフロア 新設

樹脂製OAフロア 新設

LW
50

LW
50

LW
50

LW
50

書庫

給湯室

床:既設撤去 下地処理の上 TC張り

LW
50

LW
50

LW65

LW
65

EW20 新設

RC腰壁W150 新設

既設樹脂製OAフロア(7割再利用)

LGS(W65)間仕切壁 撤去

ｽﾃﾝﾚｽ製床見切り 撤去

ｱﾙﾐ製ﾊﾟｰﾃｯｼｮﾝ 撤去

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ撤去

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ
撤去

ｽﾗﾌﾞ開口塞ぎ

スラブ(開口補強筋共)
新設

磁器質
100角ﾀｲﾙ
新設

LW65a

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ嵩上げ(t=0～50)

樹脂製OAフロア 新設

EW20 新設

RC(W150)垂･腰壁 撤去

RC(W150)垂･腰壁 撤去 RC(W150)垂･腰壁 撤去

RC袖壁W150 新設

S.
S

柱:鋼板(t9)巻き立て補強

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ 撤去

塩ﾋﾞ系ﾀｲﾙ 撤去

塩ﾋﾞ系ﾀｲﾙ 撤去

塩ﾋﾞ系ﾀｲﾙ 撤去

床:塩ﾋﾞ系ﾀｲﾙ
撤去

RC(W150)袖･垂壁 撤去
塩ﾋﾞ系ﾀｲﾙ 撤去

塩ﾋﾞ系ﾀｲﾙ 撤去

塩ビ系
タイルTC

塩ビ系
タイルTC

沓摺り:人研ぎ 撤去

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ
撤去

汚垂石 撤去

床下点検口
SUS製600角 新設

ﾎﾞｰﾀﾞｰ:人研ぎ

真鍮製ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ 撤去

手摺:55x105 CL

PS

LW
65

FL
W6

5

LW65

LW65

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ嵩上げ

ﾗｲﾆﾝｸﾞ天端:SUS t=1.5 HL 新設

手摺:下地処理の上 SOP

FL
W6

5

Ａ－１９

消火器BOX 据置き型
(別途工事)

三方枠:木製(米栂)SOP 新設

ｱﾙﾐ製ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ(ｺﾞﾑ付)
W=35 新設

流し台(L=1,650)･吊戸棚 撤去

消火器BOX 据置き型
(別途工事)

三方枠:木製(米栂)SOP 新設

２９／１０９

塩ビ系ﾀｲﾙ下地,OAフロア(ﾌﾟﾚｽ鋼板製)
撤去

塩ビ系ﾀｲﾙ下地撤去,樹脂製OAフロア(再利用)

施設課長 課長補佐 係　　長 担　　当仙
台
高
等
専
門
学
校

ｽﾗﾌﾞ撤去

流し台(L=1,800)新設

 1･9･16通り外壁面：断熱材吹付t25の上LGS W50下地

 A･B通り外壁面･柱型：断熱材吹付t25の上GL張り

 LW65a… 軽量鉄骨(LGS W65)新設壁を示す

 TLW65… 遮音耐火壁(LGS W65)新設壁を示す

 FLW65… 耐火壁(LGS W65)新設壁を示す

 LW65 … 軽量鉄骨(LGS W65)新設壁を示す

 LW65h… 軽量鉄骨(LGS W65)新設壁を示す

凡　例

 LW50 … 軽量鉄骨(LGS W50)新設壁を示す

 LW50h… 軽量鉄骨(LGS W50)新設壁を示す

汚垂石 新設

床:既設撤去 下地処理の上
VS張り ﾎﾞｰﾀﾞｰ:下地処理の上 EP-G

    　　 GB-Rt12.5両面張り EP-G

    　　 GB-Ft12.5+GB-R-Ht9.5両面張り EP-G

    　　 GB-Ft12.5+GB-R-Ht9.5両面張り EP-G

    　　 GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5両面張り EP-G

    　　 GB-Rt12.5+t9.5両面張り EP-G

    　　 GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5 EP-G

    　　 GB-Rt12.5+t9.5 EP-G
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0
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洗面カウンター
取りやめ

一体型洗面カウンター新設　本工事



平成26年7月

※A3版の場合は50％縮尺とする

50

改修前後 1階展開図(8)

Ａ－２８

３８／１０９

縮尺

日付 総数

番号

1

図面名称

工事名称

検　　図 担　　当

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名

事

記

鈴

鹿

工

業

高

等

専

門

学

校

鈴鹿工業高専管理棟改修設計等業務

事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴鹿工業高専管理棟改修その他工事

施設課長 課長補佐 係　　長 担　　当

仙

台

高

等

専

門

学

校

LGS(W100)下地壁 撤去

LGS(W165)下地壁 撤去

LGS(W65)下地壁 撤去

LGS(W65)下地壁 撤去 LGS(W65)下地壁 撤去

巾木:VH 新設

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

巾木:VH 新設

巾木:VH 新設 巾木:VH 新設

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

巾木:VH 新設

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

巾木:VH 新設

壁:耐水合板 t=12下地

化粧ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板t=6.0

天井:GB-D張り(LGS下地)

天井:GB-D張り(LGS下地) 天井:GB-D張り(LGS下地)

ﾗｲﾆﾝｸﾞ天端:SUS t=1.5 HL 新設

壁:既設下地処理 EP-G

壁:LGS下地GB-Rt12.5 EP-G壁:LGS下地GB-Rt12.5+t9.5 EP-G

壁:GB-Rt12.5+GB-R-Ht9.5

　　 GL張り EP-G

壁:既設下地処理 EP-G

壁:LGS下地GB-Rt12.5+t9.5 EP-G

壁:LGS下地GB-Rt12.5+t9.5 EP-G 壁:既設下地処理 EP-G壁:既設下地処理 EP-G

壁:LGS下地GB-Rt12.5+t9.5 EP-G

壁:LGS下地GB-Rt12.5+t9.5 EP-G

壁:LGS下地GB-Rt12.5+t9.5 EP-G

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ 撤去

巾木:VH 撤去 壁：GB-Rt12.5 EP-G 撤去巾木:VH 撤去 巾木:VH 撤去

壁:ﾓﾙﾀﾙ塗り EPｰG

壁:ﾓﾙﾀﾙ塗り EPｰG

巾木:VH 撤去

壁:GB-R12.5+9.5 EP-G 撤去

壁:GB-R12.5+9.5 EP-G 撤去

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ 撤去

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ 撤去

巾木:VH 撤去

巾木:VH 撤去壁：GB-Rt12.5+12.5 EP-G+ｸﾞﾗｽｳｰﾙt100 撤去

壁：GB-Rt12.5+12.5 EP-G+ｸﾞﾗｽｳｰﾙt100 撤去

床:塩ﾋﾞ系ﾀｲﾙ 撤去

巾木:VH 撤去 巾木:VH 撤去

天井:GB-Dt9.5(LGS下地共) 撤去

天井:GB-Dt9.5(LGS下地共) 撤去

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ 撤去

床:塩ﾋﾞ系ﾀｲﾙ 撤去床:塩ﾋﾞ系ﾀｲﾙ 撤去

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ 撤去

化粧鏡t=5 450×750

(金具留め)

化粧鏡t=5

(接着･金物併用工法)

ﾎﾞｳﾙ一体洗面ｶｳﾝﾀｰ

(L=1,200) 新設

参考品番：TOTO MC30同等以上

6 6 A

7 7A A

A

66

6 7 67A A

▽FL

C
H
=
　

 

▽FL

C
H
=
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C
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C
H
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6
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1,820160
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,
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2
,
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0
0
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2
,
6
0
0
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4,160

160 4,000
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6,614.5 4,885.5

200

2
,
6
0
0

1
,
0
4
0

1,200

A B

A B C D

C D

CB DA

A CB B

改修前 女子便所

改修前 男子便所

改修後 女子便所

改修後 男子便所

soukikaku
四角形

soukikaku
四角形

soukikaku
四角形

soukikaku
四角形



平成26年7月

※A3版の場合は50％縮尺とする

改修前後 2階平面詳細図(1)

50

Ａ－３０

４０／１０９

縮尺

日付 総数

番号

1

図面名称

工事名称

検　　図 担　　当

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名

事

記

鈴

鹿

工

業

高

等

専

門

学

校

鈴鹿工業高専管理棟改修設計等業務

事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴鹿工業高専管理棟改修その他工事

施設課長 課長補佐 係　　長 担　　当

仙

台

高

等

専

門

学

校
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L
W
6
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LW65LW65LW65

LW65

L
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6
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L
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6
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L
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0

 1･16通り外壁面：断熱材吹付t25の上LGS W50下地

 A･B通り外壁面･柱型：断熱材吹付t25の上GL張り

 TLW65… 遮音耐火壁(LGS W65)新設壁を示す

 FLW65… 耐火壁(LGS W65)新設壁を示す

 LW65 … 軽量鉄骨(LGS W65)新設壁を示す

凡　例

 LW65a… 軽量鉄骨(LGS W65)新設壁を示す

 LW75 … 軽量鉄骨(LGS W75)新設壁を示す

    　　 耐水合板t12＋化粧ｹｲ酸ｶﾙｼｳﾑ板 片面張り

 LW50 … 軽量鉄骨(LGS W50)新設壁を示す

    　　 GB-Ft12.5+GB-R-Ht9.5両面張り EP-G

    　　 GB-Ft12.5+GB-R-Ht9.5両面張り EP-G

    　　 GB-Rt12.5両面張り EP-G

    　　 GB-Rt12.5+t9.5両面張り EP-G

    　　 GB-Rt12.5+t9.5 EP-G

改修前　2階平面詳細図(1)　　 1/50

改修後　2階平面詳細図(1)　　 1/50

RC袖壁W150 新設

流し台(L=1,800)新設

ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ 新設

ﾗｲﾆﾝｸﾞ天端:SUS t=1.5 HL

新設

ﾗｲﾆﾝｸﾞ天端:SUS t=1.5 HL

新設

ﾋﾟｸﾁｬｰﾚｰﾙ 新設

既設手摺に木製手摺

(L150×H110×W50)SOP

で接続

手摺:下地処理の上

　　 SOP

既設手摺に木製手摺

(L150×H110×W50)SOP

で接続

消火器BOX

据置き型

(別途工事)

消火器BOX 据置き型

(別途工事)

ｱﾙﾐ製ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ(ｺﾞﾑ付)

W=35 新設

三方枠:木製(米栂)SOP 新設

汚垂石 新設

ｽﾗﾌﾞ開口塞ぎ 化粧棚 新設

洗面化粧台囲い(別途工事)

ﾎﾞｰﾀﾞｰ:下地処理の上

　　　 EP-G
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Ａ
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床:TC 撤去

床:TC 撤去

床:TC 撤去

床:塩ﾋﾞｼｰt 撤去

床:TC 撤去

塩ビ系

タイルTC

塩
ﾋ
ﾞ
ｼ
ｰ
ﾄ

T
C

床:TC 撤去

床:塩ビ系タイル 撤去

床:TC 撤去

床:TC 撤去

RC(W150)垂･腰壁 撤去 RC(W150)垂･腰壁 撤去RC(W150)垂･腰壁 撤去

床:既設撤去 下地処理の上 TC張り

床:既設撤去 下地処理の上 TC張り

床:既設撤去 下地処理の上 TC張り

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

床:既設撤去 下地処理の上

VS張り

床:既設撤去 下地処理の上 TC張り

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

木製間仕切壁 撤去

柱：120×120@1,800

間柱：120×30@450

木製間仕切壁 撤去

柱：120×120@1,800

間柱：120×30@450

木製間仕切壁 撤去

柱：120×120@1,800

間柱：120×30@450

ｱﾙﾐ製ﾊﾟｰﾃｯｼｮﾝ 撤去

洗面台 撤去

流し台 撤去

木製間仕切壁 撤去

柱：120×120@1,800

間柱：120×30@450

木製建具 撤去

CB(t120)間仕切壁 撤去

CB(t120)間仕切壁

撤去

CB(t120)間仕切壁 撤去

木製建具 撤去

木製建具 撤去

木製建具 撤去

木製建具 撤去

ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ

撤去

LGS下地壁 撤去

木製建具 撤去木製建具 撤去

暖炉 撤去

ｽﾁｰﾙ製ﾊﾟｰﾃｯｼｮﾝ 撤去

ｽﾃﾝﾚｽ製床見切り 撤去

EW20 新設

木製建具 撤去

木製建具 撤去

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

EW20 新設 EW20 新設

RC(W150)垂･腰壁 撤去

囲い 撤去

床:TC(塩ﾋﾞ系ﾀｲﾙ下地) 撤去

床:TC(塩ﾋﾞ系ﾀｲﾙ下地) 撤去

床:TC(塩ﾋﾞ系ﾀｲﾙ下地) 撤去

PS

校長室

応接室

秘書室

給湯室

外国語第７教員研究室

主事室

廊下

保体第２教員研究室

事務部長室

校長室

秘書室控室

事務部長室

廊下

PS

会議準備室

女子便所

男子便所

便所

共用室

廊下

給湯室

soukikaku
四角形



平成26年7月

※A3版の場合は50％縮尺とする

改修前後 2階平面詳細図(2)

50

Ａ－３１

４１／１０９

縮尺

日付 総数

番号

1

図面名称

工事名称

検　　図 担　　当

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名

事

記

鈴

鹿

工

業

高

等

専

門

学

校

鈴鹿工業高専管理棟改修設計等業務

事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴鹿工業高専管理棟改修その他工事

施設課長 課長補佐 係　　長 担　　当

仙

台

高

等

専

門

学

校
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 1･16通り外壁面：断熱材吹付t25の上LGS W50下地

 A･B通り外壁面･柱型：断熱材吹付t25の上GL張り

 LW65 … 軽量鉄骨(LGS W65)新設壁を示す

凡　例

 LW50 … 軽量鉄骨(LGS W50)新設壁を示す

 LW65a… 軽量鉄骨(LGS W65)新設壁を示す

 TLW65… 遮音耐火壁(LGS W65)新設壁を示す

 FLW65… 耐火壁(LGS W65)新設壁を示す

    　　 GB-Rt12.5両面張り EP-G

    　　 GB-Ft12.5+GB-R-Ht9.5両面張り EP-G

    　　 GB-Ft12.5+GB-R-Ht9.5両面張り EP-G

    　　 GB-Rt12.5+t9.5両面張り EP-G

    　　 GB-Rt12.5+t9.5 EP-G

改修前　2階平面詳細図(2)　　 1/50

改修後　2階平面詳細図(2)　　 1/50

階段ｽﾗﾌﾞまでｺﾝｸﾘｰﾄ打(t=170)

既設手摺に木製手摺

(L150×H110×W50)SOP

で接続

既設手摺に木製手摺

(L150×H110×W50)SOP

で接続

手摺:下地処理の上

　　 SOP

消火器BOX 据置き型

(別途工事)

消火器BOX 据置き型

(別途工事)

消火器BOX 据置き型

(別途工事)

ｱﾙﾐ製ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ

(ｺﾞﾑ付)W=35

新設

移動間仕切(別途工事)移動間仕切(別途工事)

ﾎﾞｰﾀﾞｰ:下地処理の上

　　　 EP-G
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塩ビ系

タイルTC

床:塩ビ系タイル 撤去 床:塩ビ系タイル 撤去 床:塩ビ系タイル 撤去 床:塩ビ系タイル 撤去 床:塩ビ系タイル 撤去

床:塩ビ系タイル 撤去 床:塩ビ系タイル 撤去

床:塩ビ系タイル 撤去 床:塩ビ系タイル 撤去

床:塩ビ系タイル 撤去

流し台 撤去

流し台 撤去

RC(W150)垂･腰壁 撤去 RC(W150)垂･腰壁 撤去 RC(W150)垂･腰壁 撤去

木製間仕切壁 撤去

柱：120×120@1,800

間柱：120×30@450

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り 床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

床:既設撤去 下地処理の上 TC張り 床:既設撤去 下地処理の上 TC張り 床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

木製間仕切壁 撤去

柱：120×120@1,800

間柱：120×30@450

木製間仕切壁 撤去

柱：120×120@1,800

間柱：120×30@450

木製間仕切壁 撤去

柱：120×120@1,800

間柱：120×30@450

木製間仕切壁 撤去

柱：120×120@1,800

間柱：120×30@450

木製間仕切壁 撤去

柱：120×120@1,800

間柱：120×30@450

木製間仕切壁 撤去

柱：120×120@1,800

間柱：120×30@450

木製間仕切壁 撤去

柱：120×120@1,800

間柱：120×30@450

木製間仕切壁 撤去

柱：120×120@1,800

間柱：120×30@450

木製間仕切壁 撤去

柱：120×120@1,800

間柱：120×30@450

EW20 新設 EW20 新設 EW20 新設

木製間仕切壁 撤去

柱：120×120@1,800

間柱：120×30@450

踊り場ｽﾗﾌﾞ･手摺 撤去

床:既設撤去 下地処理の上

VS張り

廊下 廊下

保体第２教員研究室 数学第２教員研究室 数学第１教員研究室 外国語第２教員研究室 外国語第１教員研究室

保体第１教員研究室

前室

講師連絡室

廊下 廊下

会議準備室 第１会議室 印刷室 男子更衣室

女子更衣室

(休憩室)

PS

soukikaku
四角形

soukikaku
四角形



平成26年7月

※A3版の場合は50％縮尺とする

50

改修前後 2階展開図(1)

Ａ－３２

４２／１０９

縮尺

日付 総数

番号

1

図面名称

工事名称

検　　図 担　　当

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名

事

記

鈴

鹿

工

業

高

等

専

門

学

校

鈴鹿工業高専管理棟改修設計等業務

事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴鹿工業高専管理棟改修その他工事

施設課長 課長補佐 係　　長 担　　当

仙

台

高

等

専

門

学

校

RC(W150)垂･腰壁 撤去

RC耐力壁(W200) 新設

床:既設撤去 下地処理の上 TC張り

巾木:VH 新設

天井:DR張り(GB-Rt9.5捨張り･LGS下地)

床:既設撤去 下地処理の上 TC張り

巾木:VH 新設

天井:DR張り(GB-Rt9.5捨張り･LGS下地)

床:既設撤去 下地処理の上 TC張り

巾木:VH 新設

天井:DR張り(GB-Rt9.5捨張り･LGS下地)

壁:LGS下地GB-Rt12.5+t9.5の上ﾋﾞﾙｸﾛｽ

壁:GB-Rt12.5+t9.5GL張りの上ﾋﾞﾙｸﾛｽ

壁:GB-Rt12.5+t9.5GL張りの上ﾋﾞﾙｸﾛｽ

巾木:VH 新設

天井:DR張り(GB-Rt9.5捨張り･LGS下地)

床:既設撤去 下地処理の上 TC張り

壁:GB-Rt12.5+t9.5GL張りの上ﾋﾞﾙｸﾛｽ

壁:LGS下地GB-Rt12.5+t9.5の上ﾋﾞﾙｸﾛｽ

壁:GB-Rt12.5+t9.5GL張りの上ﾋﾞﾋﾞﾙｸﾛｽ

洗面化粧台囲い(別途工事)

梁型:既設下地処理の上EP-G 梁型:既設下地処理の上EP-G

梁型:既設下地処理の上EP-G梁型:既設下地処理の上EP-G 梁型:既設下地処理の上EP-G

木製建具 撤去 木製建具 撤去

暖炉 撤去

床:TC 撤去床:TC 撤去

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞBOX木製t=24 200×200 OP 撤去

巾木:木製 VP 撤去巾木:木製 VP 撤去 壁:化粧合板張り 撤去

壁:化粧合板張り 撤去

床:TC 撤去床:TC 撤去

天井:GB-Rt=9.5の上ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り(下地共) 撤去 天井:GB-Rt=9.5の上ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り(下地共) 撤去

巾木:木製 VP 撤去巾木:木製 VP 撤去 壁:化粧合板張り 撤去

壁:化粧合板張り 撤去

壁:化粧合板張り 撤去壁:化粧合板張り 撤去

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞBOX木製t=24 200×200 OP 撤去 ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞBOX木製t=24 200×200 OP 撤去

壁:化粧合板張り 撤去

天井:GB-Rt=9.5の上ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り(下地共) 撤去

梁型:ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗 梁型:ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗

梁型:ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗 梁型:ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗

壁:ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り 撤去

壁:ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り 撤去

天井:GB-Rt=9.5の上ﾋﾞﾆﾙｸﾛｽ貼り(下地共) 撤去

洗面化粧台囲い 撤去
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改修後 校長室

改修前 校長室

改修前 校長室

改修後 校長室

soukikaku
四角形



平成26年7月

※A3版の場合は50％縮尺とする

50

改修前後 2階展開図(5)

Ａ－３６

４６／１０９

縮尺

日付 総数

番号

1

図面名称

工事名称

検　　図 担　　当

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名

事

記

鈴

鹿

工

業

高

等

専

門

学

校

鈴鹿工業高専管理棟改修設計等業務

事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴鹿工業高専管理棟改修その他工事

施設課長 課長補佐 係　　長 担　　当

仙

台

高

等

専

門

学

校

木下地壁 撤去木下地壁 撤去 木下地壁 撤去

木下地壁 撤去 木下地壁 撤去

天井:DR張り(GB-Rt9.5捨張り･LGS下地)

巾木:VH 新設

床:既設撤去 下地処理の上 TC張り

巾木:VH 新設

床:既設撤去 下地処理の上 TC張り

巾木:VH 新設

天井:DR張り(GB-Rt9.5捨張り･LGS下地) ｽｸﾘﾝｰBOX 新設

天井:DR張り(GB-Rt9.5捨張り･LGS下地)

天井:DR張り(GB-Rt9.5捨張り･LGS下地)

巾木:VH 新設

床:既設撤去 下地処理の上 TC張り

巾木:VH 新設

床:既設撤去 下地処理の上 TC張り

天井:DR張り(GB-Rt9.5捨張り･LGS下地)

移動間仕切(別途工事) 移動間仕切

(別途工事)

移動間仕切(別途工事)

梁型:GB-Rt12.5 EP-G 梁型:GB-Rt12.5 EP-G

壁:LGS下地GB-Rt12.5+t9.5 EP-G

柱型:GB-Rt12.5+t9.5GL張り EP-G

梁型:既設下地処理の上EP-G

壁:LGS下地GB-Rt12.5+t9.5 EP-G

壁:LGS下地GB-Rt12.5+t9.5 EP-G

柱型:GB-Rt12.5+t9.5GL張り EP-G

壁:LGS下地GB-Rt12.5+t9.5 EP-G

柱型:GB-Rt12.5+t9.5GL張り EP-G

柱型:GB-Rt12.5+t9.5GL張り EP-G

壁:GB-Rt12.5+t9.5GL張り EP-G 壁:GB-Rt12.5+t9.5GL張り EP-G 柱型:GB-Rt12.5+t9.5GL張り EP-G

柱型:GB-Rt12.5+t9.5GL張り EP-G

巾木:木製 VP 撤去

壁:ﾎﾞｰﾄﾞ下地VP 撤去

天井:300×300有孔ﾎﾞｰﾄﾞ張りVP(下地共) 撤去

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞBOX木製t=24 200×200 OP 撤去

壁:ﾓﾙﾀﾙ塗 VP

巾木:ﾓﾙﾀﾙ塗 VP H=100

天井:300×300有孔ﾎﾞｰﾄﾞ張りVP(下地共) 撤去

ﾌﾞﾗｲﾝﾄﾞBOX木製t=24 200×200 OP 撤去

壁:ﾓﾙﾀﾙ塗 VP

巾木:ﾓﾙﾀﾙ塗 VP H=100

床:塩ﾋﾞ系ﾀｲﾙ 撤去

巾木:木製 VP 撤去

壁:ﾎﾞｰﾄﾞ下地VP 撤去

梁型:ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗

床:塩ﾋﾞ系ﾀｲﾙ 撤去

巾木:木製 VP 撤去

壁:ﾎﾞｰﾄﾞ下地VP 撤去

天井:300×300有孔ﾎﾞｰﾄﾞ張りVP(下地共) 撤去

床:塩ﾋﾞ系ﾀｲﾙ 撤去

巾木:木製 VP 撤去

壁:ﾎﾞｰﾄﾞ下地VP 撤去

梁型:ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗

床:塩ﾋﾞ系ﾀｲﾙ 撤去

壁:ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗

巾木:ﾓﾙﾀﾙ塗 VP H=100

床:塩ﾋﾞ系ﾀｲﾙ 撤去

巾木:木製 VP 撤去

壁:ﾎﾞｰﾄﾞ下地VP 撤去

天井:300×300有孔ﾎﾞｰﾄﾞ張りVP(下地共) 撤去

壁:ﾓﾙﾀﾙ塗 VP

梁型:ﾌﾟﾗｽﾀｰ塗

床:塩ﾋﾞ系ﾀｲﾙ 撤去

画桟30×36 OP 撤去画桟30×36 OP 撤去

画桟30×36 OP 撤去 画桟30×36 OP 撤去

手洗い器 撤去

(別途工事)

鏡 撤去

鏡 撤去

手洗い器 撤去

(別途工事)

流し台 撤去
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改修前 数学第１教員研究室

改修前 保体第１教員研究室

改修後 第一会議室

改修後 第一会議室

soukikaku
四角形

soukikaku
四角形

soukikaku
四角形



平成26年7月

※A3版の場合は50％縮尺とする

改修前後 3階平面詳細図(1)

50

Ａ－４１

５１／１０９

縮尺

日付 総数

番号

1

図面名称

工事名称

検　　図 担　　当

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名

事

記

鈴

鹿

工

業

高

等

専

門

学

校

鈴鹿工業高専管理棟改修設計等業務

事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴鹿工業高専管理棟改修その他工事

施設課長 課長補佐 係　　長 担　　当

仙

台

高

等

専

門

学

校
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LW65 LW65

 1･16通り外壁面：断熱材吹付t25の上LGS W50下地

 A･B通り外壁面･柱型：断熱材吹付t25の上GL張り

 LW65 … 軽量鉄骨(LGS W65)新設壁を示す

凡　例

 LW50 … 軽量鉄骨(LGS W50)新設壁を示す

 LW65a… 軽量鉄骨(LGS W65)新設壁を示す

 TLW65… 遮音耐火壁(LGS W65)新設壁を示す

 FLW65… 耐火壁(LGS W65)新設壁を示す

    　　 GB-Rt12.5両面張り EP-G

    　　 GB-Ft12.5+GB-R-Ht9.5両面張り EP-G

    　　 GB-Ft12.5+GB-R-Ht9.5両面張り EP-G

    　　 GB-Rt12.5+t9.5 EP-G

    　　 GB-Rt12.5+t9.5両面張り EP-G

改修前　3階平面詳細図(1)　　 1/50

改修後　3階平面詳細図(1)　　 1/50

RC袖壁W150 新設

ｽﾗﾌﾞ開口塞ぎ

ｱﾙﾐ製ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ(ｺﾞﾑ付)

新設

既設手摺に木製手摺

(L150×H110×W50)SOP

で接続

手摺:下地処理の上

　　 SOP

消火器BOX 据置き型

(別途工事)

消火器BOX 据置き型

(別途工事)

既設枠:下地処理の上SOP

ｱﾙﾐ製ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ

(ｺﾞﾑ付)W=35

新設

ｶｳﾝﾀｰ天端:SUS t=2.0 HL 新設

ﾗｲﾆﾝｸﾞ天端:SUS t=1.5

　　　　　 HL 新設

ﾎﾞｰﾀﾞｰ:下地処理の上

　　　 EP-G
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床:塩ビ系タイル 撤去

床:塩ビ系タイル 撤去

床:塩ビ系タイル 撤去

床:塩ビ系タイル 撤去

床:塩ビシート 撤去

RC(W150)垂･腰壁 撤去 RC(W150)垂･腰壁 撤去

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

床:塩ビシート 撤去

床:塩ビシート 撤去

床:TC 撤去

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り 床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り 床:既設撤去 下地処理の上 VS張り 床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

木製間仕切壁 撤去

柱：120×120@1,800

間柱：120×30@450

木製間仕切壁 撤去

柱：120×120@1,800

間柱：120×30@450

木製建具 撤去木製建具 撤去

人研作業台 撤去

RC壁(W150) 撤去 RC壁(W150) 撤去

木製建具 撤去

木製建具 撤去 木製建具 撤去

木製建具 撤去

人研ぎ框 撤去 人研ぎ框 撤去

床:既設撤去

下地処理

の上 VS張り

ステージ(H＝150) 撤去

EW20 新設

折面黒板（7,200x1,200）撤去

床:TC(塩ﾋﾞ系ﾀｲﾙ下地) 撤去
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第１会議室

非常勤講師室
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外国語第５教員研究室
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教員研究室 教員研究室 教員研究室

廊下

廊下

非常勤講師室

廊下

教員研究室

給湯室

教員研究室

soukikaku
四角形

soukikaku
四角形

soukikaku
四角形

soukikaku
四角形

soukikaku
四角形



平成26年7月

※A3版の場合は50％縮尺とする

改修前後 3階平面詳細図(2)
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縮尺

日付 総数

番号

1

図面名称

工事名称

検　　図 担　　当

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名

事

記

鈴

鹿

工

業

高

等

専

門

学

校

鈴鹿工業高専管理棟改修設計等業務

事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴鹿工業高専管理棟改修その他工事

施設課長 課長補佐 係　　長 担　　当

仙

台

高

等

専

門

学

校
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 1･16通り外壁面：断熱材吹付t25の上LGS W50下地

 A･B通り外壁面･柱型：断熱材吹付t25の上GL張り

 LW65 … 軽量鉄骨(LGS W65)新設壁を示す

凡　例

 LW50 … 軽量鉄骨(LGS W50)新設壁を示す

 LW65a… 軽量鉄骨(LGS W65)新設壁を示す

 TLW65… 遮音耐火壁(LGS W65)新設壁を示す

 FLW65… 耐火壁(LGS W65)新設壁を示す

    　　 GB-Rt12.5両面張り EP-G

    　　 GB-Ft12.5+GB-R-Ht9.5両面張り EP-G

    　　 GB-Ft12.5+GB-R-Ht9.5両面張り EP-G

    　　 GB-Rt12.5+t9.5 EP-G

    　　 GB-Rt12.5+t9.5両面張り EP-G

改修前　3階平面詳細図(2)　　 1/50

改修後　3階平面詳細図(2)　　 1/50

手摺H300 新設

ｽﾁｰﾙﾊﾟｲﾌﾟ42.7φ SOP

既設手摺に木製手摺

(L150×H110×W50)SOP

で接続

手摺:下地処理の上

　　 SOP

消火器BOX 据置き型

(別途工事)

三方枠:木製(米栂)SOP

　　　 新設

ｱﾙﾐ製ﾉﾝｽﾘｯﾌﾟ

(ｺﾞﾑ付)W=35

新設

消火器BOX 据置き型

(別途工事)

流し台(L=1,800)

新設

移動間仕切(別途工事)

ﾗｲﾆﾝｸﾞ天端:SUS t=1.5

　　　　　 HL 新設

ｶｳﾝﾀｰ天端:SUS t=2.0 HL

　　　　  新設

ﾎﾞｰﾀﾞｰ:下地処理の上

　　　 EP-G
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床:塩ビ系タイル 撤去 床:塩ビ系タイル 撤去 床:塩ビ系タイル 撤去 床:塩ビ系タイル 撤去床:塩ビ系タイル 撤去

床:塩ビ系タイル 撤去 床:塩ビ系タイル 撤去 床:塩ビ系タイル 撤去

床:塩ビ系タイル 撤去

床:塩ビ系タイル 撤去

床:塩ビ系タイル 撤去

床:塩ビシート 撤去

床:塩ビシート 撤去

床:塩ビ系タイル 撤去

RC(W150)垂･腰壁 撤去 RC(W150)垂･腰壁 撤去

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り 床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

床:既設撤去 下地処理の上

VS張り

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り 床:既設撤去 下地処理の上 VS張り 床:既設撤去 下地処理の上 VS張り 床:既設撤去 下地処理の上 VS張り 床:既設撤去 下地処理の上

VS張り

床:既設撤去 下地処理の上 VS張り

木製間仕切壁 撤去

柱：120×120@1,800

間柱：120×30@450

木製間仕切壁 撤去

柱：120×120@1,800

間柱：120×30@450

木製間仕切壁 撤去

柱：120×120@1,800

間柱：120×30@450

木製間仕切壁 撤去

柱：120×120@1,800

間柱：120×30@450

木製間仕切壁 撤去

柱：120×120@1,800

間柱：120×30@450

木製間仕切壁 撤去

柱：120×120@1,800

間柱：120×30@450

木製間仕切壁 撤去

柱：120×120@1,800

間柱：120×30@450

木製間仕切壁 撤去

柱：120×120@1,800

間柱：120×30@450

木製間仕切壁 撤去

柱：120×120@1,800

間柱：120×30@450

木製間仕切壁 撤去

柱：120×120@1,800

間柱：120×30@450

木製間仕切壁 撤去

柱：120×120@1,800

間柱：120×30@450

木製間仕切壁 撤去

柱：120×120@1,800

間柱：120×30@450

RC壁(W150) 撤去

鋼製建具 撤去

RC壁(W150) 撤去

鋼製建具 撤去

RC壁(W150) 撤去

木製間仕切壁 撤去

柱：120×120@1,800

間柱：120×30@450

木製間仕切壁 撤去

柱：120×120@1,800

間柱：120×30@450

木製間仕切壁 撤去

柱：120×120@1,800

間柱：120×30@450

木製間仕切壁 撤去

柱：120×120@1,800

間柱：120×30@450

木製建具 撤去

木製間仕切壁 撤去

柱：120×120@1,800

間柱：120×30@450

木製間仕切壁 撤去

柱：120×120@1,800

間柱：120×30@450

木製建具 撤去 木製建具 撤去 木製建具 撤去 木製建具 撤去 木製建具 撤去 木製建具 撤去木製建具 撤去木製建具 撤去

木製建具 撤去 木製建具 撤去 木製建具 撤去 木製建具 撤去 木製建具 撤去 木製建具 撤去

木製建具 撤去 木製建具 撤去

EW20 新設 EW20 新設

床:TC(塩ﾋﾞ系ﾀｲﾙ下地) 撤去

外国語第５教員研究室 数学第６教員研究室

廊下

控室

数学第５教員研究室 数学第４教員研究室 数学第３教員研究室

外国語第４教員研究室 外国語第３教員研究室 保体第３教員研究室

前室

第２会議室

廊下
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教員研究室 教員研究室

給湯室

教員研究室

教員研究室 教員研究室 教員研究室 教員研究室 教員研究室

教養教育科

セミナー室

講師連絡室

印刷室

soukikaku
四角形

soukikaku
四角形

soukikaku
四角形

soukikaku
四角形

soukikaku
四角形
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【参考図】移動間仕切詳細図(1)

縮尺

日付 総数

番号

1

図面名称

工事名称

検　　図 担　　当

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名

事

記

鈴

鹿

工

業

高

等

専

門

学

校

鈴鹿工業高専管理棟改修設計等業務

事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴鹿工業高専管理棟改修その他工事

施設課長 課長補佐 係　　長 担　　当
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CH2800

※操作口取付側
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▽床仕上天

△CL

△レールレベル

△CL

△レールレベル

▽床仕上天

△レールレベル

△CL

▽床仕上天

パネル重量85kg／枚

1

セミナー室

講師連絡室

印刷室
廊下

第１会議室

教養教育科

パネル重量約80kg／枚
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2階平面図 S=1:50

3階平面図 S=1:50

展開図 S=1:50 展開図 S=1:50

SLW
SLW

1
SLW2

3

天井点検口

天井点検口
天井点検口

SLW SLW
SLW

移動間仕切(別途工事)
移動間仕切(別途工事)

移動間仕切(別途工事)

移動間仕切(別途工事)厚み67mm
移動間仕切(別途工事)厚み67mm移動間仕切(別途工事)厚み67mm

厚み67ｍｍ

(別途工事)

(別途工事)

(別途工事) (別途工事)

(別途工事)

(別途工事)

表面操作口(引き手付)

（上下圧着）

表面操作口（引き手付）

（サイド圧着）

表面操作口(引き手付)

（上下圧着）

表面操作口（引き手付）

（サイド圧着）

表面操作口(引き手付)

（上下圧着）

表面操作口（引き手付）

（サイド圧着）

表面操作口

（上下圧着）

スチール戸当り

スチール戸当り

スチール戸当り スチール戸当り

スチール戸当り

スチール戸当り

フラットレバーハンドル

(可倒式)

soukikaku
四角形

soukikaku
四角形

soukikaku
四角形

soukikaku
四角形



平成26年7月
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【参考図】移動間仕切詳細図(2)管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

鈴

鹿

工

業

高

等

専

門

学

校

事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

業務名

鈴鹿工業高専管理棟改修設計等業務

事

記

検　　図 担　　当

工事名称

図面名称
縮尺

1

番号

総数日付

鈴鹿工業高専管理棟改修その他工事

施設課長 課長補佐 係　　長 担　　当

仙

台

高

等

専

門

学

校

参考図

GB-R t12.5（両面）

グラスウール充填

GB-R t12.5（両面）

グラスウール充填

天井裏遮音壁 天井裏遮音壁
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▽3FL(床仕上天)

△CL

▽3FL(床仕上天)

△CL

(収納部）

▽3FL(床仕上天)

△レールレベル
△レールレベル

▽3FL(床仕上天)

▽水上

△CL △CL

(間仕切り部） (収納部）

350

175

9
0

200

9
0

5
0

▽水下

▽水上

▽水下

▽2FL(床仕上天)

△レールレベル

350

175

9
0

△レールレベル

▽2FL(床仕上天)

200

9
0

5
0

レール取付断面図 S=1:10レール取付断面図 S=1:10

11

12

15

L-65x65x6

L=70

アルミレール

角パイプ L=120

□-50x20x2.3

吊り材 L-30x30x3

@300

受ケネコ L=300

L-50x50x4

@300

振レ止メ L-30x30x3

@600

受ケネコ L=120

L-50x50x4

@300

C-100x50x20x2.3 通し物

アルミレール

@1000（収納部 @300） @1000（収納部 @300）

アルミレール

角パイプ L=120

□-50x20x2.3

@300

あと施工アンカーM10 あと施工アンカーM10

あと施工接着系アンカーM10

あと施工接着系アンカーM10

(間仕切り部）

SLW SLW

1 2

(下地共別途工事)

3

SLW

(下地共別途工事)

L-65x65x6

L=70

吊り材 L-30x30x3

@300

受ケネコ L=300

L-50x50x4

@300

振レ止メ L-30x30x3

@600

受ケネコ L=120

L-50x50x4

C-100x50x20x2.3 通し物

アルミレール

レール仕様 レール

走行輪

吊ボルト

ランナー仕様

パネル仕様

表面材

充填材

表面仕上

フレーム アルミ押出形材（アルマイト処理)

骨組

召合せ

壁面シールド

上部シールド

下部シールド

M 14

コーナー部 直角レール

せっこうボード9.5mm

アルミ押出型材ハンガーレール(アルマイト処理)

木枠(LVL)

消音型水平2段スライド走行輪(ベアリング内蔵)

グラスウール 32kg/m3･t＝40mm

31

SLW SLW
移動間仕切(別途工事) 厚み67mm

EP-G塗装、塗装下地用クロス貼り

固定ゴムハメ合

機械駆動式

機械駆動式

機械駆動式

～

62

3
0

D
H

5

H

Ｈ

30 ＰＷ ＰＷ ＰＷ 50

Ｗ

(25～35)

3
5

P
H

3
0

2.5 62 2.5

67

6
7

2
.
5

6
2

2
.
5

DW 300

6
2

2
.
5

6
2

2
.
5

6
7

PWPW PW

9
0

88

▽床仕上天▽床仕上天
先頭部 一般召合せ部 エンド部一般召合せ部

丁番部 一般召合せ部ドア召合せ部

60 106
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1
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.
5

△レールレベル

縦断面詳細図 S=1:3 横断面詳細図 S=1:3 ドア縦断面詳細図 S=1:3 ドア横断面詳細図 S=1:3

戸当り スチール t1.6戸当り スチール t1.6

ペーパーハニカム

表面材：スチールパネル

    (指定色焼付塗装)

塗装下地用クロス貼り

塗装下地用クロス貼り

＜移動間仕切(別途工事) 厚み67mm＞
＜移動間仕切(別途工事) 厚み67mm＞

表面仕上:EP-G塗装

表面仕上:EP-G塗装

表面仕上:EP-G塗装

シールフレーム（アルマイト)

シールゴム（ブラック）

(固定式)

表面材：せっこうボード 9.5mm

表面材：せっこうボ－ド 9.5mm

グラスウール

シールゴム（ブラック）

アルミフレーム

（アルマイト）

シールゴム（ブラック）

シールフレーム

（アルマイト)

シールゴム（ブラック）

シールゴム（ブラック）

召合せフレーム（アルマイト）

召合せゴム（ブラック）

召合せゴム(ブラック)

ギボシ丁番

召合せフレーム

（アルマイト）

引手付表面操作口プレート

φ64

フラットレバーハンドル

(可倒式）

消音型水平2段スライド走行輪

アルミレール（アルマイト）

soukikaku
四角形

soukikaku
四角形

soukikaku
四角形

soukikaku
四角形

soukikaku
四角形
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部分詳細図(2)
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縮尺

日付 総数

番号図面名称

工事名称

検　　図 担　　当

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名

事

記

鈴

鹿

工

業

高

等

専

門

学

校

鈴鹿工業高専管理棟改修設計等業務

事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴鹿工業高専管理棟改修その他工事

1

施設課長 課長補佐 係　　長 担　　当

仙

台

高

等

専

門

学

校

木：25×200 SOP

Ｌ-30×30×3

FB-3×30加工＠900

SUS製丁番

背板:ﾎﾟﾘ合板ﾌﾗｯｼｭt20

ﾏｸﾞﾈｯﾄｷｬｯﾁ

ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞ 新設

ｺﾝｸﾘｰﾄｽﾗﾌﾞ(開口補強共) 新設

SUS製床下点検口600角（ﾓﾙﾀﾙ用）

ｽﾃﾝﾚｽ製巾木(H=50)

樹脂製取手

扉:ﾎﾟﾘ合板ﾌﾗｯｼｭt40

扉:ﾒﾗﾐﾝ化粧合板ﾌﾗｯｼｭt40

天板:扉:ﾒﾗﾐﾝ化粧合板ﾌﾗｯｼｭt40

小口:ﾒﾗﾐﾝ化粧合板張り

見切 40x120米栂 SOP

方立:40x145米栂 SOP

壁見切 25x50米栂

　　　 SOP

見切:40x600米栂 SOP

GB-R t=12.5

LGS65型下地

GB-R t=12.5

LGS65型下地

CBt100及びﾓﾙﾀﾙにより開口塞ぎ

(内部断熱材t=25吹付け)

床撤去面：ﾓﾙﾀﾙ補修

水抜き穴50φ

側板:ﾒﾗﾐﾝ化粧合板ﾌﾗｯｼｭt40

接着系あと施工ｱﾝｶｰ

受け材:L-50×50×4

L-100×75×7

既設防水下地処理の上

ウレタン系塗膜防水 X-2工法

既設防水下地処理の上

ウレタン系塗膜防水 X-2工法

ｽﾃﾝﾚｽ(SUS304)製 屋上点検口蓋 角型600×600　

新設屋根ｶﾊﾞｰ:ｽﾃﾝﾚｽ(SUS304)製 t=2.0

　　　　　　 1,150×1,150

既設屋根ｶﾊﾞｰ:PL-1.6の上ｼｰﾄ防水 撤去

　　　　　　 1,130×1,130

既設防水下地処理の上

ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水 X-2工法

塩ﾋﾞｼｰﾄ防水機械的固定工法

(断熱絶縁･SI-M2)

塩ﾋﾞｼｰﾄ防水機械的固定工法

(断熱絶縁･SI-M2)

防水押え:ｱﾙﾐＬ-30×15×2.0

既設 ｱﾙﾐ製ｶﾞﾗﾘ

既設 ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水

ｱｽﾌｧﾙﾄ防水ｼﾝﾀﾞｰｺﾝｸﾘｰﾄ押えの上

合成高分子ﾙｰﾌｨﾝｸﾞｼｰﾄ防水(断熱工法:t=30)

既設防水下地処理の上

ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水 X-2工法

既設防水下地処理の上

ｳﾚﾀﾝ系塗膜防水 X-2工法

塩ﾋﾞｼｰﾄ(t=1.5)

塩ﾋﾞｼｰﾄ(t=1.5)

GB-R t=9.5 EP-G

GB-R t=9.5 EP-G

▽1FL

▽2FL

▽GL

▽RSL(水上)

▽RSL(水下)

ﾎﾟﾝﾌﾟ釜場

(500×500×5300)

砕石敷きt=120

土間ｺﾝｸﾘｰﾄこて押えt=120

(配筋：ﾀﾃﾖｺ共D10-＠200)

 … 撤去部分を示す。

ﾀﾗｯﾌﾟ:SUS19φ(W=300)6段 新設

木：25×180 SOP
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9φ-150@

人造石研出し

引違 耐水ﾍﾞﾆﾔﾌﾗｯｼｭ

床面撤去部分ﾓﾙﾀﾙにて補修

9φ-150@

人造石研出し

ﾓﾙﾀﾙ塗金ｺﾞﾃ

床面撤去部分ﾓﾙﾀﾙにて補修

 … 撤去部分を示す。

ﾕﾆｸﾞﾙﾄﾌﾞﾛｯｸ厚150mm

ﾀｲﾙ張り

ﾀﾞﾝﾊﾟｰ

鋳鉄製ﾛｽﾄﾙ

砂利ｺﾝｸﾘｰﾄ洗い出し

大理石

大理石

註）仕上は全て合成ペイント焼付

FB－9x19

FB－12x25

砂利ｺﾝｸﾘｰﾄ洗い出し

鋳鉄製ﾛｽﾄﾙ

FB－12x30

旗ﾎﾟｰﾙ：ｱﾙﾐ製100φL=5.0m(滑車,ﾛ-プ,掛金,玉付,掴金物) 

　　　  PH階より移設

ｽﾃﾝﾚｽ製ﾎﾞﾙﾄ:M-12

既存ｱﾙﾐ製ﾊﾞﾝﾄﾞ再利用

既存座金ﾌﾟﾚｰﾄ再利用

既存ｱﾙﾐ製ﾊﾞﾝﾄﾞ再利用

既存座金ﾌﾟﾚｰﾄ再利用

ｽﾃﾝﾚｽ製あと施工ｱﾝｶｰ:M-12

受けｱﾝｸﾞﾙ：ｽﾃﾝﾚｽ製150×150×15

受けｱﾝｸﾞﾙ：ｽﾃﾝﾚｽ製100×100×9

断熱材t=25吹付け

既設マントルピース詳細図

既設 非常勤講師室　作業台詳細図 1/301/10スクリーンボックス詳細図 アルミ建具枠・間仕切壁詳細図 1/10 男子便所下部ピット詳細図 1/50

1/20 個室 壁･建具取合い詳細図 1/10

マントルピース平面詳細図　　　　　　S=1:20

鋳鉄製ロストル詳細図　　　　　　　　S=1:30
マントルピース断面詳細図　　　　　S=1:30

1/30

1/20 新設 屋上点検口詳細図 1/20

撤去

移設 旗ポール詳細図 撤去･新設 屋根カバー詳細図 1/20 1/20

新設

既設 ハト小屋廻り詳細図

校長室 洗面化粧台囲い(別途工事)詳細図

男子便所

soukikaku
四角形



100

平成26年7月

※A3版の場合は50％縮尺とする

改修前後　1階平面図

Ａ－０５

１５／１０９

縮尺

日付 総数

番号

1

図面名称

工事名称

検　　図 担　　当

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名

事

記

鈴

鹿

工

業

高

等

専

門

学

校

鈴鹿工業高専管理棟改修設計等業務

事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴鹿工業高専管理棟改修その他工事

施設課長 課長補佐 係　　長 担　　当

仙

台

高

等

専

門

学

校

増築部

既設部

ＬＷ

ＬＷ

Ｌ
Ｗ

Ｌ
Ｗ

ＬＷ

Ｌ
Ｗ

ＬＷ ＬＷ

ＬＷ ＬＷ

ＬＷ

ＬＷＬＷ

ＬＷ

Ｌ
Ｗ

Ｌ
Ｗ

Ｌ
Ｗ

Ｌ
Ｗ

Ｔ
Ｌ
Ｗ

ＴＬＷ

ＬＷ

ＥＷ20 ＥＷ20 ＥＷ20 ＥＷ20ＥＷ20

ＬＷ

Ｆ
Ｌ
Ｗ

Ｆ
Ｌ
Ｗ

Ｆ
Ｌ
Ｗ

Ｆ
Ｌ
Ｗ

RC垂･腰壁t=150 撤去 RC腰壁t=150 撤去

RC腰壁t=150

撤去
RC垂･腰壁t=150 撤去 RC垂･腰壁t=150 撤去RC垂･腰壁t=150 撤去

RC垂･腰壁t=150 撤去

RC垂･腰壁t=150 撤去

RC垂･腰壁t=150 撤去RC垂･腰壁t=150 撤去

ＥＷ18

ＥＷ20ＥＷ20

ＬＷ

ＬＷ

Ｗ15 Ｗ15

ＬＷ

ＬＷ

Ｌ
Ｗ

ＬＷ

Ｌ
Ｗ

ＴＬＷ

ＬＷ

ＥＷ18･20

Ｗ15

ＦＬＷ

**

*

1

LSD LSD

LSD

LSD

LSD

AD

1

AW

AW

AW

AW

AW

AW

AW

1

AW

AW

1

AW

1

AW

AW

AW

AW

AW

AW

AW

AW

AW

AW

AW

1

AD AD

23 3 3 3 3

AW

AW

LSD

3

AW

AW

2

AW

LSD

SS

1

TB

TB

3

TB

4

TB

5

1a

3b

5

SS

3

SS

2

1-1 1-1

1-11-31-31-3 1-1

1-1

1-1

8

5

WD

WD

WD

3

SD

6

WD

WD

7

3

3

3

3

6

12

45

TB

2

TB

12

SD

4

3c

1-3 1-2 1-2

防

防

AD

PA

1

WD WD

1

AW

1

AW AW

1

AW

1 1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AWAD AD AD

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

5 5

WD

2

WD

4

WD

WD

3

3

WD

WD

WD

WD

WD

11

1

AD

1

AW

1

AW

1

AW

1

23

WD

1

WD

3

6
WW

1

WW

3

WW WW

2 3

10

12

13

SD

1

SD

3

1A

Ｗ

Ｗ

ＷＷ

ＬＷ

Ｌ
Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｗ

Ｃ
Ｂ

Ｗ

ＣＢ

Ｗ

Ｗ

Ｒ
Ｃ

Ｒ
Ｃ

ＲＣ

ＣＢ

ＬＷ

Ｗ

**

*

**

*

**

*

AD

5

AD

5

WD

11

WD

11

UP
UP

UP
UP

UP

UP

UP

UP

UP

UPUP

Ｎ

PS

消火器BOX(露出) 新設(別途工事)

防火設備を示す

改修後　1階平面図　　　1/100

改修前　1階平面図　　　1/100

冷蔵庫

冷蔵庫

冷蔵庫

洗濯機

流し

±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0

+50

+50

+50

±0

±0

±0

+450

±0

±0 ±0

±0 ±0

±0
±0 ±0

±0+50

+50 ±0

±0

±0

+190

FL+950

FL+950

FL+700

FL+700

±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0

A

B

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

A

B

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

9
,
5
0
0

60,000

4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,0004,000

3,1102,250

9
,
5
0
0

60,000

4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

3
,
0
0
0

8
5
0

1
,
3
0
0

1
,
5
6
0

2
,
5
5
0

4
,
6
0
0

1
,
9
0
0

2
,
7
0
0

150

3
0
0

1100

OAフロア 新設

1101

1102

1100

1106

1105

1104

1108

OAフロア

OAフロア

1109

1103 1103-1

蒸気ピット

蒸気ピット 撤去

消

消

CBプロパン庫 撤去

既設OAフロア利用

トラップ

ボックス

トラップ

ボックス

階段 撤去

蒸気ピット蒸気ピット

凡 例

　■改修内容：床仕上げ,壁・天井仕上げ及び下地新設

新設建具符号を示す

凡 例

撤去建具符号を示す

床仕上げ,壁･天井仕上げ及び下地(CB･LGS･木)撤去

1107

下部ﾋﾟｯﾄ土間ｺﾝｸﾘｰﾄ打

新設

ｽﾗﾌﾞ開口塞ぎ

OAフロア

▽中心線

▽3Ｍ延焼線

換気塔 撤去換気塔 撤去 換気塔 撤去

蒸気ピット

換気塔 撤去 換気塔 撤去

室外機基礎 撤去

1,200×600(H=300)

室外機基礎 撤去

1,200×600(H=300)

ﾓﾙﾀﾙ樋巻き 撤去

ﾓﾙﾀﾙ樋巻き 撤去

既設OAフロア利用

OAフロア 新設

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ嵩上げ

OAフロア 新設

OAフロア 新設

流し･コンロ台 撤去

流し台･吊戸棚 撤去

女子･男子便所:床仕上げ,壁･天井仕上げ及び下地(LGS)撤去

女子･男子便所:床仕上げ,壁･天井仕上げ及び下地(LGS),ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ

　　ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ,ﾗｲﾆﾝｸﾞ,汚垂石,洗面ｶｳﾝﾀｰ,化粧鏡,補助手摺 撤去

別途工事:大小便器,ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾙﾀﾞｰ

FLからのレベルを示す

軽量鉄骨(LGS)壁撤去範囲を示す

木下地壁撤去範囲を示す

コンクリート壁撤去範囲(梁下まで)を示す

CB壁撤去範囲(梁下まで)を示す

FLからのレベルを示す

消

新設耐火1時間軽量鉄骨(LGS)間仕切壁

新設耐火1時間＋遮音性能軽量鉄骨(LGS)間仕切壁

新設軽量鉄骨(LGS W65)間仕切壁

新設RC耐震壁W=180･200

新設RC壁W=150

改修建具符号を示す

改修建具符号を示す

消

ﾕﾆｯﾄﾊﾞｽ 撤去

　　　　　　  ﾗｲﾆﾝｸﾞ,汚垂石,化粧鏡,洗面器(女子便所) 新設

別途工事:大小便器,洗面器(男子便所),ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾙﾀﾞｰ

土間ｺﾝｸﾘｰﾄ嵩上げ

ＥＶ

EPSホ－ル

学生課

総務課
書庫

給湯室

多目的便所

ホール

SS

倉庫①

廊下廊下

内金庫

廊下

事務用電算機室

ホール

教育研究支援室

放送室

女性更衣室

男性更衣室

総務課事務室

総務課前室

女子

便所

男子

便所

書庫

前室① 前室②

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞﾙｰﾑ

廊下廊下

当直室

ＵＢ

物入

男子

便所

PS

女子

便所

学生相談室

保健室

PS

物品庫

倉庫②

個室

SS

S
S

soukikaku
四角形

soukikaku
四角形
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平成26年7月

※A3版の場合は50％縮尺とする

改修前後　2階平面図

Ａ－０６

１６／１０９

縮尺

日付 総数

番号

1

図面名称

工事名称

検　　図 担　　当

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名

事

記

鈴

鹿

工

業

高

等

専

門

学

校

鈴鹿工業高専管理棟改修設計等業務

事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴鹿工業高専管理棟改修その他工事

施設課長 課長補佐 係　　長 担　　当

仙

台

高

等

専

門

学

校

増築部

既設部

ＴＬＷ

Ｔ
Ｌ
Ｗ

ＬＷ

ＬＷ

ＬＷ

ＬＷ

ＬＷ ＬＷ

ＬＷ ＬＷ

ＬＷ ＬＷ ＬＷ ＬＷ ＬＷ ＬＷ ＬＷ ＬＷ

ＥＷ20 ＥＷ20 ＥＷ20 ＥＷ20 ＥＷ20

ＴＬＷ

ＥＷ20

ＬＷ

Ｆ
Ｌ
Ｗ

Ｆ
Ｌ
Ｗ

Ｆ
Ｌ
Ｗ

Ｆ
Ｌ
Ｗ

RC垂･腰壁t=150 撤去 RC垂･腰壁t=150 撤去 RC腰壁t=150 撤去 RC垂･腰壁t=150 撤去 RC垂･腰壁t=150 撤去 RC垂･腰壁t=150 撤去

RC垂･腰壁t=150 撤去

ＥＷ20

Ｌ
Ｗ

Ｌ
Ｗ

Ｌ
Ｗ

Ｌ
Ｗ

Ｌ
Ｗ

ＬＷ

ＬＷ

Ｌ
Ｗ

Ｌ
Ｗ

Ｗ15

Ｗ15

ＦＬＷ

ＬＷ ＬＷ

ＬＷ

Ｌ
Ｗ

**

*

SS

3

SS

AW

AW

AW

AW

AW AW AW AW

AW

1

AW

AW

1

AW

AW

AW

AW

AW

AW

AW

1

AW

AW

AW

AW

1

AW

1

AW

3 3 3

AW

LSD LSD LSD

3

AW

AW AD

3

3

1

TB

6

TB

TB

7

TB

TB

8

TB

9
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1a 1a3a

AW

3 1-2 1-1

1-31-31-31-31-31-11-11-2

WD WD

WD

WD

WD

7

WD

WD WD

WD

WD

5

7

LSD

12 2 2

2

3

4

10

11

WD
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SD

4

7

1-31-11-1 1-1 1-1

防

防 防 防

WD

6

WD

6

WD

WD

2

WD

WD

2

WD

2

WD

2

WD

2

WW

1

WW

1

WW

1

1

SD

WW

1

WD

2

WD

1
WD

2

WW

1

WD

WD

1 1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1 1

AW

1

AW

1

AW

1

AW AD

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AWAW AW

1

AW

1

AW

1

AW

1

AW

4

7

7

8

9

WW

1

WW

1

WW

1
Ｗ Ｗ Ｗ

ＣＢ

Ｃ
Ｂ

Ｗ

ＷＷ

Ｒ
Ｃ

ＲＣ

Ｗ

Ｗ

ＲＣ

ＣＢ

ＬＷ

Ｗ

Ｗ

ｽｸﾘｰﾝBOX

PA

3

PA

2

**

*

AD

6

AD

6

DN DN

UP UP

UP

DN DN

UP UP

UP

Ｎ

PS

消火器BOX(露出) 新設(別途工事)

防火設備を示す

改修前　2階平面図　　　1/100

改修後　2階平面図　　　1/100

±0 ±0

±0 ±0 ±0 ±0 ±0

±0

±0

±0 ±0 ±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0

±0 ±0

±0

±0

A

B

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

A

B

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16

9
,
5
0
0

60,000

4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

9
,
5
0
0

60,000

4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000 4,000

3,110

2
,
7
0
0

1
,
9
0
0

4
,
6
0
0

1,245

5
,
0
0
0

1
,
3
0
0

1
,
3
0
0

150

3
0
0

1201 1202

1203

1210

1211

12091208120712061205

1204 1204-1

流し台 撤去

ｼｬｯﾀｰ 撤去

流し台 撤去

凡 例

　■改修内容：床仕上げ,壁・天井仕上げ及び下地新設

新設建具符号を示す

FLからのレベルを示す

消

新設耐火1時間軽量鉄骨(LGS)間仕切壁

新設耐火1時間＋遮音性能軽量鉄骨(LGS)間仕切壁

新設軽量鉄骨(LGS W65)間仕切壁

新設RC耐震壁W=200

凡 例

撤去建具符号を示す

FLからのレベルを示す

軽量鉄骨(LGS)壁撤去範囲を示す

木下地壁撤去範囲を示す

床仕上げ,壁･天井仕上げ及び下地(CB･LGS･木)撤去

ｽﾗﾌﾞ開口塞ぎ

▽中心線

▽

5

Ｍ

延

焼

線

新設RC壁W=150

囲い 撤去

洗面台 撤去(別途工事)

洗面台 撤去

(別途工事)

暖炉 撤去

ｱｺｰﾃﾞｨｵﾝｶｰﾃﾝ 撤去

手洗器 撤去

(別途工事)

手洗器 撤去

(別途工事)

手洗器 撤去

(別途工事)

手洗器 撤去

(別途工事)

手洗器 撤去

(別途工事)

コンクリート壁撤去範囲(梁下まで)を示す

CB壁撤去範囲(梁下まで)を示す

V
S
張

り

塩ビ系

タイルTC

女子･男子便所:床仕上げ,壁･天井仕上げ及び下地(LGS)撤去

女子･男子便所:床仕上げ,壁･天井仕上げ及び下地(LGS),ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ

　　ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ,ﾗｲﾆﾝｸﾞ,汚垂石,洗面ｶｳﾝﾀｰ,化粧鏡,補助手摺 撤去

別途工事:大小便器,ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾙﾀﾞｰ

消
消 消

別途工事:大小便器,洗面器,ﾍﾟｰﾊﾟｰﾎﾙﾀﾞｰ

　　　　　　　ﾗｲﾆﾝｸﾞ,汚垂石,化粧鏡･棚 新設

校長室 応接室

外国語第７教員研究室

保体第１教員研究室

講師連絡室

外国語第１教員研究室外国語第２教員研究室数学第１教員研究室数学第２教員研究室保体第２教員研究室

主事室

秘書室

廊下 廊下 前室

便所

事務部長室

給湯室

ＥＶ

ホ－ル

校長室

廊下

共用室

秘書室控室

給湯室

廊下

SS SS

事務部長室

会議準備室

第１会議室

印刷室

男子更衣室

女子更衣室

(休憩室)

PS

男子

便所

女子

便所

PS

EPS

soukikaku
四角形

soukikaku
四角形
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平成26年7月

※A3版の場合は50％縮尺とする

改修前後　3階平面図

Ａ－０７

１７／１０９

縮尺

日付 総数

番号

1

図面名称

工事名称

検　　図 担　　当

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名

事

記

鈴

鹿

工

業

高

等

専

門

学

校

鈴鹿工業高専管理棟改修設計等業務

事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴鹿工業高専管理棟改修その他工事

施設課長 課長補佐 係　　長 担　　当

仙

台

高

等

専

門

学

校

増築部

既設部

Ｌ
Ｗ

ＬＷ

Ｌ

Ｗ

ＬＷ ＬＷ ＬＷ ＬＷ

Ｔ
Ｌ
Ｗ

Ｔ
Ｌ
Ｗ

Ｔ
Ｌ
Ｗ

Ｔ
Ｌ
Ｗ

Ｔ
Ｌ
Ｗ

Ｔ
Ｌ
Ｗ

Ｔ
Ｌ
Ｗ

ＬＷ

ＦＬＷ

Ｔ
Ｌ
Ｗ

Ｔ
Ｌ
Ｗ

Ｔ
Ｌ
Ｗ

Ｔ
Ｌ
Ｗ

Ｔ
Ｌ
Ｗ

Ｌ
Ｗ

Ｌ
Ｗ

ＥＷ20 ＥＷ20ＥＷ20

Ｆ
Ｌ
Ｗ

RC腰壁t=150 撤去RC垂･腰壁t=150 撤去 RC垂･腰壁t=150 撤去 RC垂･腰壁t=150 撤去
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消火器BOX(露出) 新設(別途工事)

代用進入口を示す

防火設備を示す

改修前　3階平面図　　　1/100

改修後　3階平面図　　　1/100
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1308 1309 1310

手洗器 撤去

消

消

ステージ(Ｈ＝100) 撤去

凡 例

　■改修内容：床仕上げ,壁・天井仕上げ及び下地新設

ｽﾗﾌﾞ開口塞ぎ

人研ぎ作業台 撤去

人研ぎ床見切り 撤去 人研ぎ床見切り 撤去

木製棚 撤去

人研ぎ床見切り 撤去

手摺H300 増設

凡 例

撤去建具符号を示す

床仕上げ,壁･天井仕上げ及び下地(CB･LGS･木)撤去

▽中心線

▽

5

Ｍ

延

焼

線

新設建具符号を示す

女子･男子便所:床仕上げ 撤去

TCVS

T
C

塩
ビ

系
ﾀ
ｲ
ﾙ

女子･男子便所:床仕上げ 新設(TC張りはVSに張替え)

　　　　　　　ﾄｲﾚﾌﾞｰｽ,洗面ｶｳﾝﾀｰ,汚垂石 ｸﾘｰﾆﾝｸﾞ

FLからのレベルを示す

軽量鉄骨(LGS)壁撤去範囲を示す

木下地壁撤去範囲を示す

コンクリート壁撤去範囲(梁下まで)を示す

CB壁撤去範囲(梁下まで)を示す

改修建具符号を示す

消

新設耐火1時間軽量鉄骨(LGS)間仕切壁

新設耐火1時間＋遮音性能軽量鉄骨(LGS)間仕切壁

新設軽量鉄骨(LGS W65)間仕切壁

新設RC耐震壁W=200

新設RC壁W=150

FLからのレベルを示す

改修建具符号を示す

消

第１会議室

非常勤講師室

外国語第３教員研究室 保体第３教員研究室

第２会議室

数学第３教員研究室数学第４教員研究室数学第５教員研究室外国語第５教員研究室

控室

前室廊下

廊下

廊下

女子

便所

ＥＶ

EPSホ－ル

廊下

給湯室

廊下

セミナー室

教養教育科

講師連絡室

女子

便所

男子

便所

印刷室
廊下

非常勤講師室

男子

便所

PS

PS

数学第６教員研究室

外国語第４教員研究室

教員研究室3

教員研究室1 教員研究室2 教員研究室2 教員研究室2

教員研究室1

教員研究室4

教員研究室2

教員研究室2 教員研究室2

教員研究室5 教員研究室5

教員研究室2 教員研究室4

教員研究室2

soukikaku
四角形

soukikaku
四角形
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※A3版の場合は50％縮尺とする

改修後　南側立面図

Ａ－１０

２０／１０９

縮尺

日付 総数

番号

1

図面名称

工事名称

検　　図 担　　当

管理建築士　一級建築士（大臣）第270315号　犬飼　和行

業務名

事

記

鈴

鹿

工

業

高

等

専

門

学

校

鈴鹿工業高専管理棟改修設計等業務

事務部長 総務課長 課長補佐 施設係長 担　　当

鈴鹿工業高専管理棟改修その他工事

施設課長 課長補佐 係　　長 担　　当

仙

台

高

等

専

門

学

校

改修後　南側立面図　　　1/100

▽ﾊﾟﾗｯﾍﾟﾄ天端

▽PH2FL

▽PH3FL

▽RSL(水上)

▽3FL

▽2FL

▽1FL

▽GL

▽RSL(水下)

▽ﾊﾟﾗｯﾍﾟﾄ天端

▽PHRFL

国 立 鈴 鹿 高 専

A

B

C

D

E

凡　例

新設 RC壁：ｺﾝｸﾘｰﾄ打放し補修の上防水形複層塗材E

EV棟 外壁：ALC板t=100ｼｰﾗｰ処理の上防水形複層塗材E

EV棟 巾木：モルタル金ｺﾞﾃ

EV棟 ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ天端：ｱﾙﾐ製水切り

EV棟 縦樋：硬質塩化ﾋﾞﾆﾙﾊﾟｲﾌﾟφ100 DP,掴み金物(亜鉛ﾒｯｷ)

既設外壁･柱型：既設配管等撤去部のみモルタル補修の上

　　　　　　　 防水形複層塗材E
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新設 RC耐力壁を示す

新設 RC壁(W150)を示す

旗ﾎﾟｰﾙ:PHR階より移設

A

A

soukikaku
四角形

soukikaku
四角形


